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　定年退職した夫と、三人の子どもを育て上げて無事に独り立ちさせた妻。時間に余裕ができたものの、広い家にふたりきりはどうも味気ないと、新しい家族を求めた彼らが一目惚れしたのはキジトラ模様の成猫だった。

「この子、人間でいえば私たちと同じくらいの年齢でしょう？　子どもの代わりにするわけじゃないもの。第二の人生の相棒として一緒にまったりとした時間を過ごしてくれれば嬉しいから」

　キジトラ猫を膝に抱いた妻が優しく微笑む姿を隣で見つめる夫もまた、目尻に皺を増やして言う。

「最期まで看取るのが責任だからな。むろん、私たちになにかあっても、この子を絶対に放り出したりしないよう息子らには頼んでありますので」

　この夫婦がキジトラ猫――〝きなこ〟に会いにきたのはこれで四回目だ。一度は息子らも連れて。その間に心を決めて、家族とも話し合ったうえで、きなこを家族にと望んでくれたのだと思うと、保護猫の旅立ちの瞬間は何度も経験しているとはいえ感慨深かった。

「ありがとうございます。きなこがお優しいご家族の一員に迎えていただけますことを、心から嬉しく思います」

　テーブル席の向かい側に座る夫婦に頭を下げ、吾妻あがつま五十鈴いすずは言葉を続けた。

「それから――当店では保護猫の里親になっていただく際、これまでこの子にかかった医療費をご負担いただくことになっています。そのお金は店の保護猫たちの飼育や医療のために使われます。ご了承いただけますでしょうか？」

　五十鈴が訊ねると、夫婦はすぐさま頷いた。ここに来る人たちは、事前に店の趣旨や決まりを理解したうえで足を運んでくれるケースがほとんどなので、五十鈴はその心遣いにも日々助けられている。

　五十鈴が店長を勤める〝ロン・ファミーユ〟は、猫と人が触れ合いながら、お互いの相性を確かめ、縁があれば里親となれるよう機会を提供する保護猫カフェだ。

　むろん譲渡を希望しない人でもカフェは利用可能で、そこでの飲食代は施設の運営費と保護猫たちのために使われる。営利目的では運営していないため、保護活動の意志に賛同してくれる人たちの支えがなければやっていけないのだ。

　ここで保護されている猫たちは、野良だったり、保健所や動物愛護センターから引き取られてきたりとその経緯は様々だ。飼い主の健康状態による都合や自然災害など、やむにやまれぬ事情で持ち込まれる猫も中にはいるが、多くは人間の身勝手に振り回されて行き場を失った子たちだ。

　そういう猫たちをいったん引き取り、新しい家族を見つけるのが、ロン・ファミーユ――フランス語で〝家族の環〟――の役目だ。

「きなこは前の飼い主だったご家族が、引っ越し先がペット不可のマンションであるため、保健所に持ち込もうとしていたところを、私たちが引き取ってきました。迷い猫であれば、保健所に収容されても一定期間は保護されますが、飼い主による持ち込みは即日処分の対象になるんです」

　口に出すのもつらい説明――けれども確かな現実は、聞いている夫婦の表情も曇らす。妻のほうが「私たちは絶対そんなことしないからね」と膝に抱いたきなこを撫でると、まるで返事をするようにきなこはごろごろと喉を鳴らした。夫のほうも「新しい家族だ。なにがあっても大事にします」と力強く言ってくれる。

「どうかよろしくお願いいたします。お困りごとがあれば、なんでもご相談に乗りますので、いつでもお声をかけてくださいね」

　きなこはこの優しい夫婦のもとできっと幸せになるだろうと思うと涙が溢れそうで、それを微笑みに変えて五十鈴は言った。

　人間のせいで不幸な目に遭う猫たちも後を絶たないけれど、その子たちをあたたかく迎え入れてくれるのもまた人間なのだ。

　いっときの家族として、行き場のない猫たちを引き取り、新しい家族と巡り会わせる。

　その場限りで途切れてしまう関係ではなくて、関わった人間がみな家族として繋がれるように、五十鈴は動物保護を目的とした特定非営利活動法人の運営者である叔母から任されたこの店に、家族の環を意味する名前をつけた。

　夫婦はきなこを入れたキャリーを大事そうに抱え、何度も五十鈴に会釈しながら車へと乗り込んだ。五十鈴も深く腰を折って彼らを見送る。

　こうした保護活動を人間のエゴだと言う人もときにはいるけれど、それでもひとつでも救える命があるなら動く意義はあると五十鈴は思っている。

　傷ついてなお人を愛してくれる猫たちと、慈愛の心をもって猫たちに会いにきてくれる人たち。彼らの幸せの橋渡しとなれるなら、五十鈴にとって、これ以上の喜びはないのだ。







「五十鈴さん、あの男の人、また来てますよ」

　ある日の閉店間際、女子大生のボランティアスタッフから耳打ちされた言葉に、五十鈴は目をぱちくりとさせた。

　五十鈴は二十四歳で、身長も百六十後半と小柄であるうえ、客にもスタッフにも「守ってあげたい可憐な可愛さ」と評される中性的な容姿であるため、こうしていると女子大生ふたりがこそこそ話をしているようにも見える。

　ちょうど店内に客がいなくなったタイミングなので、普通の声量で話しても問題ないのだが、万が一にでも聞かれたくない相手が「あの男の人」のようだ。

「本当だ」

　五十鈴が目を向けた先では、ひとりの成人男性が外の通りに立ち、窓に張り付くようにして中を見ていた。

　ロン・ファミーユは叔母が持ち家を改装し、一階を店舗、二階を自宅として使っている。絵本に出てきそうな洋風の可愛らしい一軒家は、猫たちが陽の光をたくさん浴びて外の景色を眺められるよう、とにかく窓の数を多く取っている。「猫の視点で猫のために」設計されているのだ。

　中から外が見えるということは、外からも中が見えるということだ。通りすがりに出窓で昼寝をする猫を微笑ましげに眺めていく人も多いが、今、窓にヤモリのようにべったりと張り付いている男性は、通りすがりなどの偶然に分類される人ではなかった。

　猫が可愛いというより、憎くて仕方がないと言いたげな鋭くつり上がった目が、室内をぎろりと凝視している。

　そのうえ眉間には深い皺が刻まれており、右頬にも大きな傷跡があるので、スタッフはみな「堅気じゃない」と噂している。

　五十鈴は確かめてもいないのに決めつけるのはどうかと思っているが、毎日あの鬼のような形相で店を眺めながらも決して中に入ってこないことには、疑問を覚えていた。

　スタッフの不安を晴らして気持ちよく働いてもらうためにも、自分の不思議を解決するためにも、ここはやはり。

「俺、話しかけてみようかな」

　五十鈴がぽつりと言うと、スタッフは「ええっ」と悲鳴をあげた。

「やめたほうがいいですよ！」

「でも、なにか気になることがあるから、ああして見てるんだろうし。理由もわからないんじゃ、みんなも安心して働けないでしょ？」

「それはそうですけど……危ないですよ」

「大丈夫だよ、俺だって男なんだから」

　性別が男であるだけで、腕に自信はまったくなかったが、スタッフを安心させるために笑顔で請け合う。

　彼女を裏口から帰したあと、五十鈴は表のドアから外に出た。よほど中を見ることに夢中になっているのか、五十鈴が出てきたことにまったく気づいていない男に近づく。

「あの、当店にご用がおありでしょうか？」

　五十鈴に声をかけられ、男はよほど驚いたのか、ぱちっと目が合った瞬間に飛ぶ勢いで窓から離れた。それがまるで天敵と鉢合わせしたときに見られる猫の俊敏な行動に似ていて、五十鈴は思わずくすっと笑みをこぼしてしまう。

「すみません。まるで蛇を見たときの猫みたいだなって……ふふ」

「……あんたが蛇で俺が猫？」

　……逆だろうと、ぽつりと呟いた男を、五十鈴はじっと観察した。

　保護猫の里親となってもらうとき、本人側が申告する情報をもとに判断するのが大きなところだが、本当にこの人のところへいって幸せになれるか、五十鈴は自分の目で「人を見」て決断することも大切にしている。そのため人間観察は染み着いた癖も同然だった。

　二十代半ばほどに見える男の目は切れ味の鋭い刃物のようではあるが、顔立ち自体はとても整っていることに気づく。頬の傷は治りかけなのか、生々しいかさぶたになっていたが、意志の強さが表れた眉に、すっと通った鼻梁、男らしい厚めの唇は、目つきの悪さをワイルドと受け取れる女性なら一目惚れしてしまうレベルの美丈夫だろう。

　髪は短めの黒で、アクセサリーの類はつけておらず、生真面目さが窺える。着ているベージュの揃いのジャンパーとズボンはなにかの作業服だろうか、あちこちに付着した汚れが、激しい肉体労働の跡を思わせた。

　身長は百八十後半はあるだろうか。この大きさで睨みをきかせられたら大抵の人間は恐れをなして逃げてしまうだろうが、五十鈴はもう、凝視されてそわそわと巨体を揺らしている男が、どうにも怖いとは思えなくなっていた。

「……あんまり見ないでくれるか。落ち着かない」

「あ……っ、申し訳ありません」

　つい、まじまじと見過ぎてしまった。相手を不快にさせてしまったかと反省しつつ頭を下げたが、男は「いや」とすぐさま五十鈴に顔を上げさせた。

「俺が言えた台詞じゃないな。ずっと店内を見てる不審者がいるとでも、通報がきたから声をかけたとか、そんなのか……？」

「つ、通報？」

　なぜそんな話になるのかと目を丸くする五十鈴に、男は「よくあることだ」と肩を落とす。

「この凶悪面のせいで、なにもしてなくても職務質問されたり、堅気じゃない人間はお断りと店側に拒まれたり」

「……」

「頬の傷も、抗争の痕だろうと言われたことがあるな。単に、仕事でちょっと怪我しただけなんだが」

「……」

　同じことを当店スタッフも考えていましたとは言えず、口を噤んでしまう五十鈴の前で、男は悩みの深さが込められたため息をついた。

「それに、初対面の人間にはまず怖がられるしな。……働いてる建設現場がすぐ近くで、この店のことは前から気になってたんだが……、癒やされにきている他の客が俺みたいな男が入ってきたら嫌な思いをするかもしれないだろ？　それに猫だって怖がるだろうし……自慢じゃないが、動物と子どもに好かれた経験がないんだ……」

　言葉を重ねるごとに、男の大きな身体がしょんぼりと小さくなっていくように見えて、五十鈴はそれが可愛いと思えてしまった。

　自分の個性的な外見を気にして、店に迷惑をかけることを心配して窓から眺めるしかできずにいたなんて、優しい人でないとできない心遣いだ。

「猫はお好きですか？」

　ふわりと微笑んで訊ねると、男は後ろ頭をがりがり掻きながら、こくりと頷く。

「……すごく好きだ。……好かれはしないが」

　そうぽつりぽつりと答える様もまた、成人男性に対しては失礼にあたるかもしれないが、自然と力になってあげたいと思うほどにいじらしく可愛らしかった。

「でしたらぜひ、猫たちに会ってあげてください。うちの猫たちはとっても好奇心旺盛で、人が大好きな子たちばかりなので、きっとお客様と相性のいい子も見つかるはずですよ」

　笑顔で中へと誘う五十鈴に、男は「だが……」と躊躇う様子を見せる。

「他のお客様が気になるようでしたら、大丈夫です。閉店間際で、今は俺と猫しかいませんから」

　それを聞いた男はようやく頷き、五十鈴が開けたドアから遠慮がちに入ってきた。

　店内は猫を驚かさないためと脱走防止の役割を兼ねて、二重扉になっている。感染症を防ぐ目的から、猫たちのいる部屋に入る前に貴重品以外の荷物をロッカーに預けることと、手荒い・消毒は必須であることを含む説明をすると、男は何度も丁寧に頷いてくれた。

　受付では名前と連絡先を記入する必要があり、そこで男が渋谷しぶや涼星りょうせいという名で二十六歳であることがわかった。職業は建設作業員と記されている。

「さあどうぞ。今日はお客さんが少なくて、みんな遊びたくてうずうずしてますから、たっぷりお相手してあげてください」

　保護猫と触れ合うための準備を終えた涼星は、明らかに緊張しているとわかる面もちで猫部屋のドアを開けた。

「うわ……っ」

　猫たちが広々とした空間で過ごせるようにと、叔母は自宅を改装する際スタッフルーム以外のしきりはすべて取っ払い、ひと間とした。おかげでテーブル席やソファー、キャットタワーに色んなおもちゃがそこここにあっても、明るく開放的な印象を崩していない。

　そんなひとつの空間に二十匹以上いる猫たちに圧倒されたのか、涼星は口をあんぐりと開けたまま立ち尽くしている。すると早速遊んでほしい猫たちがわらわらと寄ってきた。

「んなー」

「にゃうー」

「みー」

　大きさも種類もそれぞれの猫たちに足下にまとわりつかれた涼星は、踏まないようにとわたわたしつつ、救いを求めるような目を五十鈴に向けた。

「ど、どうしたらいいんだ、これは」

「抱っこしたり、撫でたり、おもちゃで遊んだり。なんでもいいんですよ。とにかくみんな、渋谷さんに構ってほしいんですから」

「……文句を言ってるんじゃないのか？　その、邪魔だとか、怖いとか、臭いとか、怖いとか……」

　五十鈴は我慢できずに噴き出した。

「思っていたら、まず警戒して近寄ってきませんよ。猫たちは自分たちに優しくしてくれる人を見分けるのが上手なんです。渋谷さんはご自分で思ってる以上に、猫たちに大人気みたいですよ？」

「大人気……」

　五十鈴の言葉をすぐには呑み込めないのか、涼星は呆然と呟いたが、キャットタワー代わりにうにゃうにゃと脚に上ろうとしている猫たちを見て、ようやく感動を覚えたようだ。

「……逃げられない……」

　嬉しい、と呟いたのが、はっきりと五十鈴の耳に聞こえた。猫と触れ合うと大抵はみな緩みきった顔になるが、涼星の場合、込み上げてくる感情を抑えようとしてか、より険しい顔つきになるようだ。眉間の皺をさらに深くし、鋭い目をかっと見開きながら、「……可愛い」「……小さい」「すごい、……逃げられないぞ」と感想を口にする姿は、本人の不器用さを表しているようで、五十鈴の目には微笑ましく映る。

「ワンドリンクオーダー制となってますが、お飲み物はなにになさいますか？」

「…………ピーチジュースで」

「かしこまりました」

　笑顔で答え、キッチンスペースへと移動した五十鈴だったが、耳まで赤くして「ピーチジュース」と頼んだときの涼星の顔を思い出すと口元が緩んでしまう。涼星の前に出るときは堪えなくては。

（どう見てもブラックコーヒー一択って顔なのに。……本当に可愛い人だな）

　ギャップ萌えというのは彼のような人にあてはまるのかも、などと考えつつ、ピーチジュースを注いだグラスを手に猫部屋へと戻る。

　涼星は床に正座していて、膝の上に二匹の猫を抱いていた。広い膝をゲットしたサバトラと白猫以外にも、涼星の巨体によじ登ろうとする子や、抱っこの順番待ちをする子もいて、大人気どころではない状態になっている。

「体勢、つらくないですか？　椅子かソファーにお座りになれば……」

　五十鈴は涼星の隣に膝をつくと、グラスを差し出した。礼を言ってそれを受け取った涼星は、背筋をぴんと伸ばしたまま首を横に振る。

「今立ち上がれば、この子たちがびっくりして退いてしまうだろ。それは、避けたい……」

　猫たちに無駄な振動を与えないためか、ちびちびとピーチジュースを飲む姿に、五十鈴の顔はまたしても綻ぶ。

「渋谷さんは優しいですね。初めていらっしゃったお客様相手に、ここまでみんながくつろいでる姿は、なかなか見ませんよ。きっと、そういうオーラが出てるんだろうなぁ」

「……こんな顔でもか？」

「顔とオーラは関係ありませんよ。それに俺は、渋谷さんの顔はとても素敵だと思いますし」

　猫たちと触れ合えて嬉しいと思ったり、驚かせたくないと緊張したり、感情が正直に顔に表れる涼星の特徴を、五十鈴は好ましいと捉えていた。涼星は五十鈴の言葉にも正直に反応し、顔を赤くする。

「……こんな俺を優しいなんて言うのは、あんたと義妹くらいだ」

「いもうとさん、ですか？」

「ああ。去年父親が再婚してできた、義理のな。今、小学三年生で、義妹……梨花りかも猫が好きで、飼いたいと言っててな。それなら保護猫から迎えたらどうかと思って、とりあえず下見がしたかったんだが……」

　猫や客を怖がらせてしまうのが申し訳なくて、入店できなかったというわけか。

　涼星が長らく窓に張り付いて中を窺っていた事情がわかった五十鈴は、涼星が義妹とやり取りしているという手紙を見せてもらった。そのとき彼の左手の薬指に光る金色の指輪を見て、涼星が妻帯者であることを知る。

（結婚されてるんだ）

　受付で書いてもらった涼星の住所と、手紙に書かれた義妹のそれは違っているから、涼星は自分の家庭を持ちながら、離れて暮らす義妹と手紙での交流を続けているようだった。可愛らしい猫のシールがいっぱい貼られた義妹からの手紙には、涼星が話してくれたとおり、「おにいちゃんがいなくてさびしいから、せめてねこがかいたい」と書かれている。

「この手紙以降、猫のことばかり書いててな。よほど飼いたいんだろうと……」

　膝に抱いた猫たちを、大きな手でそっと撫でつつ、涼星は言う。義妹のために保護猫を家族に迎え入れようと考える涼星は、やはり心が綺麗な人だと五十鈴は確信していた。

「それなら、一度梨花ちゃんと一緒にご来店されてみては？　実際に触れ合ってみてわかることもあると思いますし」

　五十鈴の言葉に、涼星は猫を撫でる手を止め、困った表情を見せた。

「いや……一緒に来るのは、難しいと思う。……その、梨花は学校以外にも習い事をたくさんしていて、忙しいんだ」

　涼星の様子から、なにか答えにくい事情があるようだと感づいた五十鈴は、それ以上は深入りしないことに決めた。義理の兄妹と言っていたし、仲はいいようだが、他人には話したくないデリケートな部分もあるのかもしれない。

「なら、梨花ちゃんが一番仲良くなれそうな子を探してあげましょう。お義兄さんなら、梨花ちゃんの好みや性格はわかってると思いますし」

「……そ、そうだろうか」

「ええ。今いない保護猫が入ってくる予定もありますし。きっと梨花ちゃんと仲良くなれる子が見つかりますよ。微力ながら俺もお手伝いさせていただきます」

　五十鈴が笑顔で提案すると、涼星が深々と頭を下げてきた。猫を膝に抱いたままの姿勢で。

「し、渋谷さん」

「……ありがとう。あんたの協力が得られるなら、これほど心強いことはない。よろしく頼む」

「え、ええ。でも、顔を上げてください」

「それが……」

　無理なんだ、と小さく呟いた涼星の背中を見てみれば、僅かな隙を狙って背中に飛び乗っていたシャム猫の姿があった。どかないわよ、とでも言いたげに、「ぶにゃ～ん」と鳴く声を聞いて、ふたりで顔を見合わせて笑う。

「……やられたな」

　そう言って笑うと、やくざ顔負けの凶悪面がより一層迫力を増す。

　けれど目には見えない彼の本質は、家族にも他人にも猫にもとことん優しく、そしてどこか不器用なところをもった、可愛らしい人なのだろう。

（渋谷……涼星さん、か）

　涼星が繋ごうとしている「家族の環」はきっとあたたかくて幸せなものになるに違いない。そのために自分ができることはなんだってやろうと、五十鈴は心に誓ったのだった。
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「すまん。これはおまえじゃなくて、ナナのぶんなんだ」

「うにゃー」

「おまえはもうさっき食べただろう、コロ太」

「にゃにゃっ」

「……食べてないと言いたいのか？　……いや食べた。確かに食べたぞ。……そんな目で見るな、また買ってくるから」

「にゃにゃーっ！」

「おい。こら。腹いせに俺の本を引っかくな。読めなくなるだろうが」

　やんちゃで食い意地のはった保護猫、コロ太を相手に、真摯に説得を試みる涼星の様子がおかしくて、飲み物を運んできた五十鈴は口元を緩ませた。

　涼星はここへ来ると、猫の相手をするか猫を膝に抱いて本を読んでいることが多く、ぱっと見、猛獣と小動物の組み合わせは微笑ましさを誘うものだ。

（猫好きも意外だけど、読書好きも意外だな……）

　文字を追う涼星の横顔はいつも真剣で、一度なんの本を読んでいるのかと訊ねたことがあるが、「仕事関係の本だ」と言っていた。プライベートな時間まで仕事の学習に費やすなんて、本当に見かけによらず真面目な人――というのは、涼星がいい人であることを五十鈴が伝えたあと、スタッフが口を揃えて話していたことだった。

　涼星が初めて店に足を踏み入れた日からひと月。あれから涼星は足繁く店に通ってくれるようになっていた。来るたび猫たちのために、おやつやおもちゃなどをお土産に持参してくれているので、猫たちは涼星の顔を見ると我先にとすっ飛んでくる。

　今も二十数匹いる全員におやつが行き渡るようにしている涼星の心配りなどお構いなしで、すでに食べ終わった面々が「おかわり」という名の強奪ができないかと目を爛々とさせている。

「いつもすみません、渋谷さん。でも、無理してなにか買ってきてくださらなくても大丈夫ですよ？　お店に来ていただけるだけで、俺も猫たちも嬉しいんですから」

　涼星の座るテーブル席にピーチジュースのグラスを置きながら遠慮がちに言うと、「無理なんてしていない」と即答される。

「猫たちの喜んだ顔が見たくて、俺が勝手にしていることだ。……迷惑にならない限りは続けたいんだが」

「迷惑なんてとんでもない！　正直、めちゃくちゃ助かってます。保護活動のご賛同者様からの協力がなければ、カフェも団体運営も、やっていけないのが現状ですから……」

　保護活動の資金はカフェでの飲食代やグッズ購入費でまかなえているが、それとは別に金銭及び餌やトイレ用品など物資の寄付により活動を支えてくれる賛同者もいて、とても有り難い――と、話の流れで保護猫カフェがいかにして成り立っているかを説明したときから、涼星は毎回律儀に貢献してくれるようになった。今頼んだピーチジュースも三杯目で、彼の手元には先ほど購入したばかりのロン・ファミーユ特製グッズである、猫のクリアファイルがある。

　ここまでしてもらって申し訳ないと思いつつも、それに甘えてしまっている自分がいる。可愛さと癒やしを振りまく猫と違って、五十鈴は感謝を言葉以外で形にすることができないのが心苦しかった。

　けれども涼星は、助かっている、という五十鈴の言葉にほっと胸をなで下ろす。

「なら、気にせずに受け取ってくれ。猫たちのためでもあるが、俺のためでもあるしな」

「渋谷さんのため、ですか？」

「仕事帰りにここに寄るのが唯一の楽しみなんだ。……おまえの淹れてくれるピーチジュースは美味いし、猫はみんな可愛いし、グッズを送ってやると梨花が喜ぶ」

「……そう言っていただけるのはとても嬉しいんですけど、ピーチジュースは市販で、誰が淹れても同じ味ですよ？」

「でもおまえが一番だ」

「そ……そうですか」

　一番を貰ったのはピーチジュースなのだが、五十鈴自身の価値を認められたような気分になって、さらりと告げられた涼星の言葉に照れてしまう。

（渋谷さんのこういうところ、心臓に悪いんだよな……）

　涼星は不器用であるゆえ、飾ることをせず、素直だ。だから普通ならば躊躇してしまうような誉め言葉も、嫌みにならない程度にさらりとくれる。

「渋谷さんみたいな素敵な人、俺、見たことないです」

　五十鈴がしみじみ感じたことを口にすると、涼星は猫じゃらしを操っていた手元を狂わせ、黒猫にまんまと強奪された。

「な……な、な、な……素敵……だと……？」

「そうです。猫にも人にも優しいですし。……保護活動をしてると、周りから〝優しいね〟って声をかけられることもあるんですけど、反面それが偽善だとも言われるんです」

　自分の行いが、ときに誰かを不快にしたり、傷つけたりもする。――それを〝優しさ〟と果たして呼べるのかと、悩むときが今でもあるのだ。

「……渋谷さんみたいに、自然に優しくふるまえて、誰かに嬉しいって、幸せって、感じてもらえたらいいのにな」

　ため息と一緒に言葉をぽろりと落としてすぐ、五十鈴ははっと我に返った。

「……すみません！　お客様に愚痴なんて……それに誰かを幸せになんて、なに図々しいこと言ってるんでしょうね、俺」

　身の丈に合わない発言を、しかも涼星に聞かせてしまったことが恥ずかしく、五十鈴はかーっと赤くなって顔を伏せた。はらりと頬にかかった薄茶色の髪に、無骨な手が伸びてくる。

「おまえは間違ってない」

　息を呑んで視線を上げると、涼星の鋼のように強い眼差しに射抜かれた。

「誰も彼もが同じ気持ちを持つなんてことはない。そのせいで一喜一憂するのも仕方ない。……が、無理でも、仕方なくても、目の前にいる誰かを幸せにするために、努力することはできる。おまえはそれをやっているだろ？」

　やわらかな声が心を撫で、ひと房の髪を掬った指の甲が頬をくすぐり、五十鈴はぴくんと身を揺らす。

「おまえが頑張っていなければ、ここの猫たちがこんなにものびのびと幸せそうでいるはずがない。……俺だって、ここで猫たちと、お……おまえと、過ごす時間を……その……嬉しいと、思ってるんだからな」

　ごほんと咳払いして、涼星が続ける。

「だから、あまり考えすぎるな。自信を持て。……なんて、俺が言えたことじゃないけどな」

　緊張しすぎて顔の筋肉が硬くなってしまった無理な笑顔ではなく、自然に微笑んだ涼星の顔があまりに優しくて、五十鈴は胸に花が咲いたような気持ちになった。

（……なんだか胸が苦しい）

　涼星に微笑んで見つめられているだけなのに、鼓動がおかしいほど速くなっている。

　顔も赤くなっていたのだろう、涼星までつられたように赤面して、あたふたと手を引いた。こういうときに限って猫たちはちょっかいをかけてこず、少し離れたところからふたりをじーっと観察している。

「と、ところでっ」

　ぎくしゃくした雰囲気を変えようと出した声が思いのほか跳ね上がってしまい、五十鈴はそれにも緊張を煽られる。

「梨花ちゃんと一番仲良くなれそうな子は見つかりましたか？」

　涼星はここで猫と五十鈴と過ごす時間を楽しんでくれているようで、それはとても嬉しいが、本来の目的は別にある。店長として出来る協力は惜しまないと思っている五十鈴は、一匹一匹の個性を涼星に教え、人となりならぬ猫となりがわかるよう、積極的に触れ合ってもらったりもしている。愛想のいい子もいれば悪戯っ子もいて、個性豊かな猫たち相手に奮闘する涼星を見るのは、五十鈴のひそかな楽しみになっていた。むろん、こんな意地悪なことは本人には秘密だが。

「それなんだが……」

　涼星はおもむろに立ち上がると、床に寝そべる猫たちを驚かせないよう気をつけながら壁際まで進んだ。壁にはロン・ファミーユに現在いる保護猫たちの写真が名前つきで貼られている。この「猫紹介カード」により、訪れた人たちはどんな猫がどれほどの数ここにいるのかを、触れ合う機会が持てなくても、知ることができる。

「おまえのおかげで、ほとんどの猫と一対一で触れ合うことはできたと思うんだが……この、大福という猫にはまだ会えてないよな？」

　涼星が指差したのは、でっぷりとした牛柄ぶち猫の写真だった。鼻のまわりの黒いぶち模様が鼻くそに見えなくもなく、目つきが野生の獣そのままに鋭いので、可愛いや愛らしいといった猫のイメージからはまるでかけ離れた見た目をしている。

「大福ですか……」

　五十鈴は思わず声を落とした。

「この子は人前には出てきません。……いつも、ケージの奥に隠れてるんです」

　五十鈴が顔色を曇らせたので、聡い涼星は大福になにか事情があると感づいたようだった。的を射る質問をしてくる。

「……理由があるのか？」

「……この子は、ここへやってきた理由がとくに複雑なんです。多頭飼育崩壊……たくさんの猫を飼いすぎて、管理しきれなくなった飼い主が、猫を置き去りにして夜逃げをしました。……大福も含めて、四十匹はいたそうです。それも、ワンルームマンションの一室に」

　状況説明を聞くだけでも、悲惨なその場の光景が目の前に浮かんでくるのは、この話を初めて聞いたときの五十鈴がそうだったし、涼星も同じなのだろう。険しい顔つきがさらに厳しいものとなる。

「発見されたときは、それは……酷い状況だったそうです。飼い主に見放され、発見されるまでの数ヵ月の間、汚物まみれの部屋で猫たちは、家中にある食べ物を漁り、蛇口から僅かに出ていた水を取り合うように飲み……。それでもやがて食べ物は尽きて、空腹からか苛立ちからか、大福は他の猫に身体の肉を抉られていました。高齢猫なので、抵抗も難しかったんだと思います」

「……くそっ」

　涼星は拳を自分の手のひらにぶつけ、悔しさを露わにした。なんの罪もない猫たちをそんなつらい目に遭わせた飼い主に行き場のない怒りを抱いているのだろう――五十鈴だってそうだ。

「餓死寸前だったところを発見され、保健所に収容されて……処分予定だったところを、うちが引き取ったんです。残念ながら亡くなった子もいましたが、助かった命は、大切にしなければなりませんから」

　五十鈴は涼星に「こちらへ」と言い、部屋の隅に案内した。猫ベッドが乗ったテーブルがあり、そのテーブルの下にひっそりと、布がかけられたケージが置かれている。

「この中に大福がいます」

「おまえが呼んでも出てこないのか？」

　五十鈴は沈痛な顔で首を横に振った。

「……俺でも、他のスタッフでも駄目です。餌は大抵の子は同じ時間に一緒に食べるんですけど、大福は人目があると食べてくれないので。ケージの前に置いておいて、姿を消す。そうすると、いつの間にかなくなってる感じです。ご飯を食べられなくてつらい思いをしたので、他の子が残したご飯まで食べちゃうこともあって、そのせいで体型は立派なんですけど」

　どんなに待っても飼い主は帰ってこない。開かない扉と窓。襲いかかる飢えや寒さ。どれほど苦しかっただろうと想像するだけで涙が滲みそうになる。

「……そんな生い立ちもあって、大福は人間に失望してるんだと思います。まったく、誰にも懐こうとしないんです。このケージも、はじめはスタッフルームに置いていたんですけど、少しずつでも人に慣れてほしいので……」

　ケージを置く位置や、被せた布は、大福にかかるストレスを少しでも軽減するための策だった。完全に人目に触れさせないのは大福のこれからのためにもならないので、大福自身が選んで顔を見せられるようにしているが、餌とトイレのとき以外はまず出てこない。

　五十鈴がとくに気にかけている子だったが、他に愛想が良くて可愛い猫はたくさんいるので、ほとんどの客は気にかけない。生い立ちを知れば同情を寄せはするが、個性的な顔をした無愛想なおじいちゃん猫にわざわざ構おうとする人はいなかった。

　けれども涼星は違っていた。

「……大福と話してもいいか？」

　強い意思が宿った瞳で問われ、五十鈴は驚いて瞬きを繰り返す。

「え……ええ、それはもちろん。でも、呼びかけても反応しませんよ？　無理にケージから出そうとすると、引っ掻かれるかもしれないので……」

「大福の嫌がることはしない。ただ、他の子たちと同じように挨拶したいだけだ」

　五十鈴の心配を和らげるように小さく微笑んだ涼星は、ケージの前であぐらをかくと、布をそっと持ち上げた。

「大福」

　低いけれどどこか優しい響きを持った涼星の声に、ケージの奥の奥に隠れてしまっているかたまりは反応しない。入り口側に尻を向けているので、表情を窺い知ることもできない。

「俺は渋谷涼星だ。義妹の家族になってくれる猫を探しに、ここに度々邪魔している。……よければおまえも顔を見せてくれないか？」

　ケージの中で、もぞりとかたまりが動いた気配がした。五十鈴ははらはらと、ひとりと一匹の様子を見守る。

「おやつもある。おもちゃもだ。どうだ？」

　涼星は片手にスティック型のおやつ、もう片手に猫じゃらしを持って振ってみた。

　が、ケージの奥から胡乱げな目を向けていた大福は、まるで興味がないというように、すぐふいと後ろを向いてしまう。

「……駄目か」

「渋谷さんにだけ冷たいわけじゃないですから。気にしないで――」

「もちろん、これくらいでへこたれたりしない」

　大福の反応が得られず、いったんは肩を落とした涼星だったが、すぐに凛々しい顔を上げて言った。

「俺は大福と仲良くなりたい。梨花のためというより、これはもう自分のためだ。大福に、人間と過ごすのも悪くないと、そう思ってもらいたい」

「渋谷さん……」

　優しさを偽善やエゴかもしれないと悩むより、相手が幸せになるための努力をする。理由は簡単で、相手の楽しそうな姿が見たいから。

　言葉や行動に迷いのない涼星を見ていると、彼に言われたことがより心の深いところで理解できて、五十鈴は励まされたわけでもないのに力強さが湧いてくる。

（……やっぱり素敵な人だ。渋谷さんて）

　もしかしたら彼ならば、大福の閉ざされた心を開くことができるのではないかと本気で思えてしまう。

　今はまだ夢のような話でも、それを信じさせてくれる涼星という存在が、五十鈴の中ではどんどんと大きくなっていた。
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「気持ちいいか？　五十鈴」

　涼星の膝に抱かれた五十鈴は、大きな手で頭から背中を撫でられ、ぐるぐると喉を鳴らした。

　人間ではなく、薄茶トラの猫なので、感情表現は鳴いたりしっぽを揺らしたりの「猫式」だ。

（気持ちいい！　もっとして！）

　ごろんと腹を上に向けた格好になると、涼星が優しい笑顔で見つめながら、「わかったわかった」と言ってくれる。そして五十鈴の望みどおり、長い指を五十鈴の白い被毛が覆う腹にうずめるようにして、ソフトタッチで掻き回してくれる。

「ふにゃぁぁん」

　今にも涎が出そうなとろけきった顔で甘い声をあげたのは、涼星の指が敏感なところ――薄ピンク色の乳首を掠めたからだ。

「ん？　なんだ？　ここがいいのか？　……どれ」

　悪戯に目を光らせた涼星は、こぼれた金平糖みたいにポチポチと並んだ六つの小さな尖りに、それぞれ違う快感を与え始める。

　ひとつは指で摘み上げられ。

（い、いい……）

　ひとつは指の腹でくすぐられ。

（た、たまんない……っ）

　ひとつは指で挟んでくりくりと擦られ。

（ああっ、それ駄目……！）

　ひとつは力を入れて押し潰され。

（やあんっ、それすごい……っ）

　ひとつはふうと熱い吐息を吹きかけられ。

（な、なんかくる、ぞくぞくしたやつ、きちゃう……っ）

　ひとつは口に含んで、くちゅくちゅと吸われ。

（あん、あんっ！　いい――！）

　次々と襲いくる甘い愉悦に、フライパンで熱されているバターみたいに身体がくたくたになって、五十鈴はふにゃんにゃぁんと鳴くしかできない動物になってしまう。

　ヒトの言葉を持てないのがもどかしい。乳首もいいけれど、他にも愛でてほしいところがあるのに。

「にゃあう……」

「……なんだ？　切ない目で見て。……ん？　これはなんだろうな。おまえの大事なところが、赤く腫れてるぞ？」

　乳首を可愛がっていた涼星の舌が、下のほうへ降りていく。

（そ、そこは……っ）

「にゃあぁぁああん～！」




「だ、駄目ーっ！」

　自分の大きな声で、五十鈴ははっと目を覚ます。涼星の膝ではなく、店のスタッフルームのテーブルに突っ伏すように寝ている自分の状況を把握して、長いため息をついた。

「ゆ、夢か……」

　毛むくじゃらでも短足でもない自分の手足をまじまじと確認して、安堵したような、残念なような気持ちになる。

（って、なに残念って！）

　確かに涼星の膝の乗り心地は良かったし、大きな手で撫でられて天にも昇る思いを味わった。

　夢は願望の表れというが、普段涼星に可愛がってもらっている店の猫たちを見て、心のどこかで羨ましいという感情があったのだろうか。

（だからって、あんなことまで……）

　可愛がり行為の範疇をはるかに超えたあれやこれやを鮮明に思い出してしまい、五十鈴は赤面した顔を両手で覆った。なんでこんな夢を見てしまったのか本気でわからない。欲求不満だったとしても、猫の姿になって、お客様である涼星に愛撫をうけるなんて夢は、恥ずかしいとかいうレベルではなく有り得ない。

「店長ー？　なんかすごい声聞こえましたけど、どうかしましたかー？」

　休憩中の五十鈴に代わり、店に出てくれているボランティアスタッフの女の子がひょいと顔を覗かせる。五十鈴ははっとして、平静を取り繕うことに必死になった。

「な、なんでもないよ。うたた寝してて、寝言言っちゃったみたい。すぐ戻るから……」

　もうすぐ五十鈴以外のスタッフは帰る時間だ。おそらく今日も涼星は猫たちに会いにくるだろう。

　涼星と顔を合わせていつもどおりに振る舞えるか、五十鈴はほんの少し、いやかなり、自信がなかった。







　涼星はいつもと変わらず、閉店が近くなったころにやってきて、ひととおり猫たちと戯れたあとは本を読みだす。

　その間も、大きな涼星の身体は猫たちにアスレチックのように使われ、肩も膝も腕も大人気だ。いつもならその光景を微笑ましく見つめる五十鈴だが、今日は妙な夢を見てしまったこともあり、涼星を直視することができない。

　すると、ピーチジュースのグラスを持っていったとき、涼星に怪訝な目を向けられた。

「……どうかしたか？」

「えっ？　……どう、とは……」

「なんだか今日は落ち着かないというか……ぎくしゃくしてるみたいだから。……もしかして、こんな時間に俺が来るのが本当は負担なんじゃないか？　閉店時間が過ぎても、居座ってしまっているし」

「そんなことはないです」

　五十鈴は慌てて首を横に振る。

「閉店後の片づけの間、猫たちを渋谷さんに見てもらえるので、俺としてはむしろ助かっちゃってるんですから。この子たち、もう寝る時間だよって言ってもなかなかケージに移動しようとしないんですけど、なぜだか渋谷さんの言うことならすぐに聞くんです」

「……ならよかったが」

　安心を滲ませて、ふ、と口元を緩ませる涼星の表情が思い切り心臓にヒットする。

（あの唇が俺の……ち、乳首を……）

　……なんて不埒な夢をつい思い出してしまうものだから、五十鈴は赤くなった顔を近くで寝転がっていた赤茶色の長毛猫であるソマリの腹にうずめて隠した。「うー」と不満の声で鳴かれるが、少しだけ避難させてと心の中で呟く。

「本当に今日はどうしたんだ……？」

「な、なんでもないです。猫のお腹って、やわらかくて気持ちいいので、定期的にこうして顔をうずめたくなるんですよ」

「なるほど。今度やってみよう」

　苦しい言い訳にも涼星は素直に返事をくれ、それからロッカーに仕舞わずにいた小さな包みをふたつ取り出す。ようやくソマリの腹から顔を上げた五十鈴は、そのふたつを「土産だ」と言って渡され、目を丸くした。

「わ、ありがとうございます。さっき猫たちにおやつをいただいたばかりなのに……」

「こっちは大福のために買ってきたネズミのおもちゃだ。……猫じゃらしは好きじゃないみたいだからな、もしかしたらネズミなら食いつくかもしれないだろ？」

　大福のことを話してから、涼星は店に来るたび大福のケージの前にいき、根気よく話しかけたり、おもちゃやおやつを差し出したりするも、無視され続けている。それでもめげずに、大福はなにをしてあげたら喜ぶだろうかと考え、コミュニケーションをとろうと努力してくれているのだ。

「渋谷さん……、ありがとうございます」

　折れない心で大福に向き合ってくれている気持ちが嬉しく、礼を言った五十鈴に、頬を僅かに朱に染めた涼星は「こっちは……おまえに」ともうひとつの包みを指した。

「俺に……ですか？」

「大福が入ってる。……仕事仲間に、美味い和菓子屋があると聞いて……昼休みに買ってきた。普通のと、豆が入ったのと、草餅のがあるから。腹が減ったときにでも食べてくれ」

「そんなに買ってきてくださったんですか？　ありがとうございます。甘いもの大好きなので、嬉しいです」

「そ、そうか」

「大福が有名なお店なんですか？」

「いや。はじめは饅頭でも買うつもりだったんだが、店先で大福を見たら、猫の大福を思い出してな。丸くてぽちゃぽちゃしてて……和菓子の大福に似てるのが、名付けの理由だろ？　見て納得した」

　五十鈴はきょとんとしつつ聞いていたが、次の瞬間、我慢しきれず噴き出した。楽しげに笑う五十鈴を、涼星はなにが起きているのかさっぱりわからないといった表情で見つめている。

「た、確かに、似てるかも……。でも、名付けの理由は違いますよ？　つらい目に遭った子だから、これから大きな幸福を掴んでほしいなと思って、大福にしたんです」

　涼星はみるみるうちに赤くなり、ついには下を向いてしまって、「…………すまん」という声をしぼりだした。穴があったら入りたい、いやなくても自分で掘るから入らせろ、とでも言いたげな反応だ。微笑ましさと愛おしさが五十鈴の胸にゆったりと満ちていく。

「謝ることなんて、ひとつもないです。むしろ俺こそ笑ってごめんなさい。……すごく、可愛いなと思って。渋谷さんが」

「……おまえの目はおかしい」

「俺の心があなたを可愛いと言ってるんですよ」

「……だったら、おまえのほうが……」

　耳まで赤くなり俯いている涼星が、ぽつりと言葉をこぼす。五十鈴は首を傾げて「俺が、なんですか？」と問うた。

「な、なんでもない……」

「そうですか？　あ、頂き物ですけど、よかったらこの大福、渋谷さんも一緒に召し上がりませんか？　今お皿に移して、お茶も淹れてきますので」

「……ありがたくいただく」

　涼星の返事を聞いてから、五十鈴は大福が入った包みを手に、立ち上がった。スタッフルームへと移動し、声を抑えるようにして再び笑みをこぼす。

（渋谷さん、真っ赤だった。……本当に可愛い人だなぁ……）

　年上の男性にかける言葉としては失礼にあたるかもしれないし、見た目は真逆なのだが、涼星に言ったとおり五十鈴の心が彼を「可愛くて素敵」と唱えているのだ。彼のそんな人柄が魅力となり猫たちを虜にしているのだろうし、五十鈴もまた、彼の訪れを毎日楽しみにしている。ひとりの客というより、もっと深い位置に、彼を据えている気がする。

（俺なんかが友達を名乗るのも失礼だけど……。顔見知りとも違う気がするし……）

　涼星の義妹のために、相性のいい保護猫を見極めてあげる「協力者」が、一番端的に自分たちの関係を表しているとは思う。けれどそれなら、この子こそ、という猫が見つかってしまえば、涼星はもう店に来てくれなくなるかもしれない。そう考えると淋しい気がした。

（……渋谷さんはそんなそっけない人じゃない。大福のことも、すごく気にかけてくれてるし）

　ぷるぷると頭を振って、自己中心的な思いを振り払う。ロン・ファミーユという安らぎの場から、新しい里親のもとへ引き取られていくことで、家族の環は繋がる。そんな考えのもとでいつも店に立っている自分が、涼星に会えなくなったらどうしようなんて考えていることが、信じられなかった。ずっと猫重視で、自分のことなんて後回しの人生だったから――。

　いつの間にか物思いに耽ってぼんやりとしていた五十鈴は、来客を告げるドアベルの音が聞こえてはっと我に返った。

「珍しいな、こんな時間にお客さんがいらっしゃるなんて」

　独り言を言いながら受付へ駆けつけると、若い男女のふたり組が待っていた。新規の客であったため、ひととおりの注意事項を含む説明をしてから、彼らに入店準備をしてもらう。　カップルなのだろうか、彼らは貴重品以外の手荷物をロッカーに預けたり、手洗いや消毒をしたりする間、ずっと「すぐ猫に触れるんじゃないの？　めんどくさ」と文句を言ったりしていた。ときたまそういう人もいるので、五十鈴は「すみません、猫たちのためにやっていることなので」と丁寧にお願いするしかない。

　カップルを連れて猫部屋に入ると、女性客が「わあ、可愛い～。あの猫ベッド、写真映えしそう」とまず内装に目を留めて明るい声をあげる。しかしすぐに可愛い内装にそぐわない光景に気づいたのか、ネズミのおもちゃを手に大福に話しかけている涼星を見て、眉を顰めた。

「大福。ネズミだぞ。猫ってのはネズミを追いかけるものだろ。おまえの野生を見せてみろ。ほら」

　はたから見るとケージに向かって独り言を言っている人だが、大福に気持ちが集中しているのか、涼星が他に客が入ってきたことに気づいている様子はない。

　すると女性客のほうが、「なにあれ。気味悪いんだけど」と呟いた。それが耳に入ったのだろう、涼星がはっとしたように肩を揺らす。

「ほんとだ。つーか、すげえいかつい男が猫カフェって……にあわねー」

　男性客が揶揄ともとれる言葉を笑いながら口にすると、涼星がこちらを振り向いた。傷ついた顔をしていると五十鈴にはすぐにわかったが、カップルは真っ正面から見た凶悪面に震え上がり、「な、なんでこっち睨んでんだよ！？」「この店ってあんなやばい人入れちゃうわけ！？　帰ろうよ」などと騒ぎ出す。

　涼星は文句を言うわけでも、気分を害したと表情に出すわけでもなく、ただ静かに立ち上がり、部屋を出ていこうとした。自分がいると他の客を怖がらせてしまい、店にも迷惑がかかるかも――涼星が前に話してくれた言葉が脳裏に蘇る。きっと彼はそれを気に病んで、自ら立ち去ろうとしているのだ。居ても立ってもいられなくなった五十鈴は、涼星の手をぎゅっと握って引き止めた。涼星がはっと息を呑む。

「――お客様。先ほど可愛いとおっしゃっていた猫ベッドは、こちらの方からの贈り物なんですよ」

　五十鈴のにっこりとした笑顔に、女性客が拍子抜けしたかのように目をきょとんとさせる。

「そ……そうなんだ」

「ええ。それだけじゃなくて、毎回いらしてくれるたびに、猫たちが喜びそうなおもちゃやおやつを差し入れてくださってるんです。保護活動の意思に強くご賛同いただいている、とても優しくて猫思いな方なんですよ。私のほうが頭が下がるくらい」

「……へえ。店長に頭が下がるとか言わせるなんて、すげーな」

　男性客が感心したように呟く。

　そうだ、涼星は本当にすごい人なのだ。第一印象こそ恐怖心を抱かせるが、その中身を知れば、猫も人もあっという間に惹きつけられる。まるで穏やかな海のように心が広く、一緒にいると自然と優しい気持ちになれる人――。

　そのことを少しでもわかってほしくて、勘違いされたまま、涼星を傷つけてしまいたくなくて。五十鈴は笑顔の裏で必死に足掻いた。

「猫たちもこの方のことが大好きなんです。おやつやおもちゃをくれるからというだけじゃなくて、ただそこにいらっしゃるだけで、そばにいきたい、撫でてもらいたいと、みんなが訴えているのがわかるんです。――ほら」

　五十鈴が視線で示した先では、先ほどまで寝ていた猫たちが起きてきて、「もう帰っちゃうの？　まだいてよ」とでも言いたげに、涼星の足にまとわりついて甘えた声で鳴いている。

「猫好きの方は、皆さん、素敵でいい人ばかりです。お客様もそうでしょう？」

　矛先を自分たちに向けられ、カップルは顔を見合わせ、「まあ……猫、好きだし」とまんざらでもない笑顔を見せる。それからは打ち解けた雰囲気になり、いつかふたりで暮らして猫を飼いたいんだというカップルは、「どうしたら猫をめろめろにできるか」という策を涼星に訊ねていた。

　涼星は素でやっているので質問には困り果てていたが、その顔には嬉しさが滲んでいる。

（……よかった）

　涼星の優しさが間違われることなく伝わり、涼星も楽しいひとときを過ごせているなら、こんなに喜ばしいことはないと思う。

　――大福にも、いつかちゃんと涼星の想いが伝わればいい。

　そう思わずにはいられない。

　どんな涼星の言葉にも反応しない大福がいるケージを、五十鈴は遠くから見つめ続けた。







　カップルが帰ったあと、五十鈴はドアのプレートを〝ＣＬＯＳＥＤ〟にひっくり返してから店内へと戻った。すでに涼星は閉店後の流れを覚えていて、五十鈴がなにか言う前にまだ遊び足りない猫たちを捕まえてケージに戻してくれている。

「すみません、俺も手伝います」

「いや、こっちは俺ひとりで大丈夫だ」

「そうですか？　じゃあ俺は、ぱぱっと掃除しちゃいますね」

　掃除用具を取りに行こうとしたところで、涼星に手を取られる。

「……渋谷さん？」

「……さっきは……助かった」

　はじめ、なんのことを言われたのかわからなかった。首を傾げている五十鈴に、涼星が「さっきの客に、フォローを入れてくれただろ」と言葉を付け加える。

「そんな。本当のことを言っただけですよ。だって渋谷さん、本当に本当に、素敵な人ですから。誤解されたまま帰られてしまうのは、嫌というか、悔しいというか――……」

　五十鈴は涼星に握られている手を見てはっとした。そういえば、さっきは自分から涼星の手を取り、彼がどんな素晴らしい人であるかを語ってしまったのだ。

　ムキになった上での大胆な行動だったと、思い出すと恥ずかしくなってきて、顔に血が上る。

「……すみません、余計なことを」

「……い、いや。俺は嬉しかったから。……大丈夫だ」

　ずっと手を握ったままなのも変だと思ったのか、涼星がぎこちなく手を離すのを見て、どうしてか、淋しいという感情が生まれる。

「……っ、そうだ俺、掃除……っ」

　自身の心の動きに戸惑いながら、五十鈴はその場を離れようとした。しかしそのとき、ケージ収容から逃げ回っていたハチワレ猫が足下を勢いよく横切り、五十鈴は驚いて身体のバランスを崩してしまう。

「わっ……」

　ぐらついて、倒れそうになった五十鈴の身体を、涼星が危なげなく抱き留める。「大丈夫か？」という低い声が耳元をくすぐり、五十鈴の心音は異常に跳ね上がった。

　五十鈴は男にしては華奢だが、それでも成人男性の身体をすっぽりと抱き込んでしまう涼星の肉体の逞しさといったら、すごい。背中に回された両腕や、顔に当たっている胸は硬くて厚みがあり、彼がどれほど鍛え上げられた男らしい肉体の持ち主であるかを知らしめられる。

「す……っ、すみません」

「いや……」

　ぱっと涼星から離れ、そのあとは普通に接して別れたつもりだったが、動揺は家に帰ってからもおさまらなかった。

（あんなふうに男の人に触れたの、久しぶりだったな……）

　自宅のベッドに入ったあとも、どきどきとうるさい心臓を押さえながら、涼星の力強い身体とすぐそばにあった厚い唇、包まれた体温を思い出してしまう。

（……元カレ以来だ）

　五十鈴の交際経験は一度しかなく、相手は男性だった。女性を恋愛的な意味で好きになったことがないから、たぶんゲイなのだと思うが、その一度も恋愛と呼べたかは疑わしい。

　――大学の同じゼミに所属していた「彼」を好きになって、付き合うことになったときまでは浮かれていたが、そのあとのいい思い出はない。

　恋人になっても、彼は周りの目を気にしてふたりで出かけることを拒んだし、当然自分たちが付き合っていることを誰かに話したりもしなかった。世間体を気にする気持ちは理解できたが、ふたりきりのときでさえ、彼は五十鈴を普通の恋人としては扱ってくれなかった。セックスだってしてくれなかった。まるで暇潰しの道具であるかのように、一方的にアダルトグッズを使って五十鈴をいたぶるだけで、気持ちよくさせようとか、ひとつになろうとか、そういう思いを彼からは微塵も感じなかった。

　それでもいつかは愛してくれると我慢していた自分にも非はある。けれども望みは叶わず、彼はある日突然、「気まぐれで男と付き合ってみたけど、やっぱ無理だわ」と五十鈴を捨てた。しかも、五十鈴が淫乱なゲイであることを周囲に吹聴するという最悪のおまけつきで。

　狭い田舎で噂が広がるスピードは尋常ではなく、あっという間に大学にも、そして親にも伝わってしまった。みんなから笑われ、蔑まれ、無視をされ――どうにか大学は卒業したものの、のしかかるストレスから、それ以上地元にはいられなくなった。決まっていた地元の企業の内定を辞退して、なんのあてもなく上京し、叔母に声をかけてもらえたのは幸いというほかない。

　――おい、男好きが来たぞ。目を合わせたら食われるんじゃないか？

　――同じ大学にゲイがいるとか、まじきもいんだけど。

　――そんなふうに育てた覚えはないぞ！　この恥曝しが……っ。

「……っ」

　大学や家庭でぶつけられた言葉の数々は忘れられない。自分は気持ち悪くて、人を不快にする、最悪なゲイなんだという気持ちは常に胸にある。

　だからこそ、もう二度と恋などしないと五十鈴は決めている。

　あんなふうに傷つけられるのは怖くてたまらないし、こんな自分が誰かに好きになってもらえるとも思えない。

（……渋谷さんだって、俺がゲイだって知ったら、きっと引くよね）

　今まで笑顔で接してくれていた人が、あるときから態度を豹変させてしまう痛みは、過去に嫌というほど味わった。

　今の涼星との関係を壊したくない。せっかく彼は義妹の家族となる猫を見つけるため、五十鈴を頼りにしてくれているのだ。自分にも猫にも良くしてもらえて、言葉にならないほど感謝しているのに、実はその相手がゲイでした……なんて知られて、涼星を失望させたくない。

　涼星に「気持ち悪い」なんて言われたら、きっと自分はショックで二度と立ち直れなくなってしまう。

（そんなの……嫌だ……）

　涼星の侮蔑が浮かんだ表情を想像するだけで悲しい気持ちが湧き上がってきて、胸のどきどきが締め付けられる痛みへと変わる。

　高揚感はすっかり冷めてしまい、五十鈴は過去の呪縛に囚われたまま、眠れない一夜を過ごした。
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　涼星が足繁く店に通うようになりふた月が過ぎたが、未だお目当ての猫を見つけられていなかった。

「どの子も可愛くて、梨花の家族になってほしい子ばかりだし、選ぶとなると難しくてな……」と涼星が言うので、五十鈴としてもあまり強引な助言はできない。相性や好みに問題がなさそうなら、最後はフィーリングだと思うからだ。

　そんなある日のこと、いつも来る時間より随分早く、涼星が店に駆け込んできた。

　手にはひどく汚れた子猫を抱いている。

「渋谷さん！　どうしたんですか、その子」

　スタッフのひとりから緊急事態との呼び出しを受け、五十鈴が驚いて受付で応対に出ると、涼星は目に見えて焦った様子で事情を説明した。

「今日、現場にやたらカラスが多くいるなと思ったら、こいつがいて……。狙われたら大変だと、慌てて保護したんだ。近くに親猫の姿はなかったから、はぐれたのかもしれないし、人に捨てられたのかもしれない」

　五十鈴が覗き込むと、子猫はかろうじて呼吸はしていたが、ぐったりと目を瞑って元気がなかった。もしかしたら、どこか怪我をしているのかもしれないし、病気を持っているかもしれない。

「うちのかかりつけの獣医さんを紹介します」

「本当か？　助かる」

　涼星は五十鈴から動物病院の詳細を聞いてすぐ飛び出していった。五十鈴もついていきたいところだったが、店があるのでそうもいかない。

　店を閉め、スタッフも全員帰り終えたころ、涼星はキャリーバッグを手に戻ってきた。

「どうでしたか！？」

　ずっと玄関でそわそわと待っていた五十鈴は、涼星の「大丈夫だ」という一言に身体中から力が抜けるほど安堵する。

「本当ですか……！」

「ああ。全部調べてもらったが、怪我もないし病気も持っていない。元気がなかったのは腹が空いていたからみたいで、病院でミルクをもらって全部飲み干したあとは、このとおりだ」

　涼星が持ち上げたキャリーバッグを覗き込んでみると、網越しにぱっちりとブルーの瞳を開けた子猫がにゃあにゃあと元気に鳴いている。

「よかった……！」

　病気を持っていないなら店内に入っても大丈夫だ。新しい猫が入ってくることに、店の猫たちは慣れっこだし、威嚇されたりいじめられたりすることもないだろう。

　そう判断した五十鈴は、涼星と子猫を店へと招き入れた。涼星にはピーチジュースを持ってきて、子猫はキャリーバッグから出して自由にしてやる。

「興味津々って感じですね」

　目を輝かせて猫部屋を歩き回ったり、他の猫のお尻の匂いを嗅いだりしている子猫を見つめつつ、五十鈴は微笑ましさに頬を緩めた。

　床に膝をつく五十鈴の前で、ソファーに腰掛けている涼星もまた子猫から目が離せないようで、「ああ」と答える。

「生後約二ヵ月の雄だそうだ」

「まだ本当に小さいですね。このままうちで預かることも可能ですが……」

　ロシアンブルーの血が入ったようなグレーの被毛も美しく、顔も大変可愛らしいので、すぐに引き取り手は見つかりそうだ。早速明日にでもＳＮＳを通じて子猫の写真をアップしようか――と考えていた五十鈴は、ふとあることを思いついた。

「そうだ……、この子を梨花ちゃんの家族に迎えるのはどうでしょう？」

「こいつをか？」

「ええ。渋谷さんが助けたというご縁もあることですし。うちに今いる子から、どうしても選べないというようであれば。出会いって一期一会で、無理に選ぶものでもないですしね」

「そうだな……」

　腕を組んで考え込む涼星をしばし見守っていた五十鈴だったが、ふと、さっきまでそのあたりをうろうろとしていた子猫の姿が見えないことに気がついた。

　どこへ行ったのだろうと、立ち上がって部屋を回っていると、あろうことか――大福のいるケージから、グレーのしっぽがぴょこりと飛び出しているのを見つける。

「そ、そこに入っちゃ駄目だよ！　子猫ちゃん！」

　五十鈴は慌ててケージの前にしゃがみ込んだ。独りでいたい大福は、無理に接触してこようとする人や他の猫を威嚇する癖があるのだ。だから一度でもその洗礼を受けた人は、可愛くないと言って二度と大福に興味を示さなくなるし、猫たちもまた怖がって近づかなくなる。

　相手に怪我をさせたことこそないが、「見たこともないチビ」にいきなり自分の陣地に入られた大福がどう出るかは想像がつかない。ケージの中を覗き込むと、子猫はだんまりを決め込む大福に「構って構って」とでも言うように、しっぽにじゃれついたり、耳を噛んだりしていた。

「あああ……！　まずい、あれはまずい」

「強引にでも引き離すべきか？」

　頭を抱える五十鈴のそばに、いつの間にか涼星もやってきていて、ピンチとあらばすぐ助けに入ろうと腕まくりをする。

　しかし、五十鈴や涼星の出る幕はなかった。激しい威嚇や猫パンチの一発でもお見舞いするかと思われた大福は、驚いたことに、子猫を優しく両腕で抱きしめてぺろぺろと舐め始めたのだ。

「……嘘……、大福が他の子をグルーミングしてる……」

　猫の愛情表現のひとつと言われるそれを、大福が他の猫にしてあげているところなど見たことがない。

　信じられなくて、何度も何度も目を瞬いて、その光景を確認した。

　こんなに小さな子猫に邪気はないとわかっているからか、それとも――。

「……大福は、本当はもともと面倒見のいい、優しい猫なんだろうな」

　涼星が思慮深い声で呟く。

「……飼い主に見放されて、一緒に暮らしていた他の猫たちに乱暴されて、誰かのそばにいることが怖くなっても、憎んだりはしない。だから威嚇はしても反撃はしなかったんじゃないか」

　優しい微笑を唇に乗せ、ふと五十鈴のほうを見やる。

「おまえのような愛情深い人間がずっとそばにいてくれたから、大福の心も、少しずつ溶けていったんだと思うぞ。……優しい人間もちゃんといる、だから誰かを信じて、受け入れてみてもいいんだと」

「渋谷……さん……」

　五十鈴の頬を一筋の涙が伝う。

　誰にも心を開かなかった大福が、小さな子猫を――命を守ろうという本能が働いたのか、心の扉を開けてくれたことがたまらなく嬉しい。

　五十鈴は大福のために、やって当たり前のことしかできていなかったように思う。それが歯痒く、大福が〝家族の環〟に溶け込む努力を持ってくれるため、自分がすべき役割はなにか、日々模索していた。

　――それに助け船を出してくれたのは、間違いなく涼星だ。

　大福から反応が返ってこなくても、毎日毎日、根気よく話しかけ続けてくれた。大きな幸福を、と願いを込めて付けた名を、たくさん呼んでくれた。おまえはひとりじゃないよ、大切に思っている人がちゃんといるんだよ――そんな想いを真摯に伝えてくれた。

　それは五十鈴ひとりで立ち向かうより、百倍も千倍も頼もしく、少しずつ大福の気持ちを変えてくれていったのではないかと思う。

「……ありがとうございます。渋谷さんの……おかげです」

「俺はなにもしていない。おまえと、このチビの手柄だろう」

「でも……あなたが寄り添ってくれたから」

　大福の悲しみはもとより、五十鈴が抱えていたもどかしさにだって、涼星は心を寄り添わせてくれた。そのことにどれほど感謝しているか伝えたいのに、大福と子猫が仲睦まじくしている光景を見ていると、嬉し涙が次々と溢れてきて言葉にならない。

「……そんなに泣いたら目が溶けるぞ？」

　涼星が苦笑して、指先で涙を拭ってくれる。苦労の証しが見えるごつごつとした指がそっと頬に触れ、視線が絡みあった瞬間――五十鈴は涼星に抱きしめられていた。

「……大福のようにできなくて悪いが」

　照れ隠しの声が頭上から降ってくる。涙が止まらない五十鈴のためにできる精一杯なのだろう、壊れ物に触れるかのような抱擁に、五十鈴の身体は急速に熱くなる。

（……どうしよう……俺……）

　この人が好きだ。

　――そう、本能で感じた。

　以前から人として好感を持っていたけれど、それだけではなく、ひとりの男性として意識している。

　涼星の不器用な優しさがとてつもなく愛おしく、彼と過ごす時間をいつしか待ち詫びるようになっていた。

　けれど、この恋は不毛だ。

　涼星は妻帯者だし、他人がその心に入り込む余地などない。

　もしも独り身だったとしても、五十鈴は恋する気持ちを、彼に届けようとは思わない。誰かを全面的に信頼して甘えるということは、自分のすべてを委ねるも同然だ。そうまでして裏切られたときの痛みを知っているからこそ、五十鈴はもう二度と恋愛などしたくないと臆病になっている。

（好きになってはいけない人だし、好きになってもどうしようもない人なんだ……渋谷さんは）

　ならばせめて、良き友人でありたい。こうして喜びや悲しみを分かち合えるひとりでありたい。

　そのためにも胸に芽吹いた感情を早く摘み取らなければ。

　そう思うのに、五十鈴は涼星のぬくもりから離れがたく、しばらく抱きしめられたままでいた。







　子猫はひとまず五十鈴が預かることとなり、その夜は自宅へ連れ帰った。いくら大福と相性がいいとはいえ、目を離せるような時期ではないし、トイレトレーニングなど教えることもあるからだ。

　拾い主であることから子猫に責任感を持っているらしい涼星は、猫に詳しい五十鈴に任せたほうが安心と、頭を深々と下げ帰っていったが――その彼が慰めのためにくれた抱擁の余韻が、何時間経っても身体から消えない。

　子猫はリビングに置かれたケージの中ですでにぐっすりだというのに、五十鈴はベッドで何度も寝返りをうち、火照った身体を持て余していた。

（……恥ずかしい）

　妻のいる男性を好きになって、慰めのためにちょっと抱きしめられたからといって、こんなにも身体を熱くしてしまって。――そんな自分がひどく浅はかで惨めだと思った。

　冷たい飲み物でも飲もうと思い、ベッドから出てダイニングキッチンへ向かう。冷蔵庫のドアを開けるとピーチジュースの瓶が目に入り、とたん、いつも店でそれを飲んでいる涼星の姿を鮮明に脳裏に思い描いてしまう。

　グラスに触れる厚めの唇。飲み下す際に男らしく動く喉仏。唇についたジュースを拭い取る赤い舌――。

「……っ」

　ずくんと、大きな疼きが下半身に走り、五十鈴は思わず息を詰めた。そろりと視線を下ろせば、パジャマの股間部分がしっかりと盛り上がっている。

　ピーチジュースが引き金となり、完全に勃起してしまった。こうまでなると、どうにかしておさめないといけない。

「……もう……っ」

　冷蔵庫のドアを閉めると、五十鈴はそこに寄りかかり、パジャマの上着の裾を銜えた。ひとり暮らしの家で誰に遠慮する必要もないのだが、隣のリビングに子猫が寝ていることを考えると、あまり声を出したくない。

　上着を噛んで荒い呼吸を繰り返しながら、ズボンの中に右手を忍び込ませる。下着を窮屈に押し上げている性器を握り、ゆっくりと上下に擦り立てると、甘美な快感がぞくぞくと足先から這い上がってきた。

「う……ふぅ……ん……っ」

　熱くなり、反り返った幹を扱き上げるたびに、先端から先走りが溢れて手淫の動きをなめらかにする。にちゅ、ぐちゅ、と下半身から立つ粘ついた音が、直接的な刺激と相俟って五十鈴を興奮させた。

　すぐに片手だけでは物足りなくなって、左手もズボンの中に押し込んだ。物欲しげに口を開いている先端に指の腹を当ててくりくりと回すと、猛烈な喜悦が湧き上がってきて目尻に涙が浮かぶ。

「んふっ……ん……！」

　この性器を愛撫する手が、涼星のものだったら――。

　大きな手のひらでびくびく震える花茎を包み込んで、不器用でも強くてもいいから、擦ったり揉んだり……してもらって。

　淫液をこぼしつづける先端の割れ目も、無骨な指先で撫でたり、ちょっと意地悪に抉ったりも……して。

　そうしたらきっと、気絶しそうなほど気持ちがいいに違いない。

「……ふぁん……っ」

　想像しながら手を動かすと、普段の自慰とは比べものにならないくらい感じてしまう。涼星をオカズにしてしまい申し訳ないという気持ちは頭の片隅にちゃんとあるのに、行動にブレーキがきかない。

（渋谷さん……っ）

　もっと触って。めちゃくちゃにして。

　絶対に、誰にも、口にはできない。それでも、想わずにはいられない。

　こんなふうに――ひとりで欲しがる自分を許してほしい。

（……ここも、触れて、ほし……っ）

　五十鈴は両手をズボンの中から抜くと、よろよろと前へ進み、ダイニングテーブルの角に下半身を擦り付け始めた。布越しとはいえ得られる快楽は大きく、瞳が恍惚と潤み、あっという間にその行為に夢中になる。猥りがわしく腰を動かしながら、さらに空いた両手を胸元に伸ばし、つんと尖った赤い突起を摘んだ。

「ふぁっ……んーっ……！」

　甘美な愉悦がじんわりと乳首から生まれ、鼻にかかった声が飛び出した。

　あのピーチジュースを飲む唇で、乳首を舐めたり吸われたりする場面を妄想すると、興奮で乳首がぴんっと硬く尖り、テーブルの角に押しつけている陰茎が激しく撓る。

　すでに下着の中は漏れた先走りでぐちゃぐちゃになっている。淫らな動きに合わせて、聞くに堪えない音が上がるほどだ。

　さっきまで陰茎を弄っていたせいで、五十鈴の手は透明な蜜で濡れている。その指で乳首を摘み上げて転がしたり、押し潰して回したりすると、脳内が官能一色になる。

「……ぁあっ、はぁん、ふぁ……っ、ああ……」

　大きな声があがりそうになるのを必死にパジャマの上着を噛んで押し殺し、五十鈴は行為に没頭する。ひとりですること自体は空しいけれど、涙が滲む瞳には涼星の笑顔が映っているし、耳元では彼の声が聞こえるし、乳首も、陰茎も、彼の手や唇に愛されている――そう思い込めばいいだけだ。

　妄想による自慰に耽った結果、高揚感はピークに達する。

「……ぁんっ！」

　テーブルの角が勃起した陰茎から会陰をなぞり、後孔にごりっと当たった瞬間、今までで一番の強烈な快感が雷撃のように腰から背筋を這い上がった。

　乳首を引っ張り上げながら、テーブルの角にぐりぐりと後孔を押しつけた五十鈴は、そのまま下着の中に精を吐き出す。二度、三度と噴き上がった欲望は、ズボンに染みを作り快感の深さを知らしめた。

「あ……っ、はぁっ……やぁ……」

　視界は霞み、膝が震えて立っていられなくなり、五十鈴はテーブルの脚にしがみつくようにしてその場に崩れ落ちた。――身体中を蝕んでいた狂おしい熱は少しずつ引いたけれど、徐々に冷静さを取り戻してから感じるのは、罪悪感だ。

「……ごめんなさい……っ」

　好きになっては駄目なのに、好きになって。

　こんなふうに思い描くことさえいけないのに、我慢ができなくて。

　ほろりと頬をつたう涙が、快感の名残なのか、切なさの証しなのか――五十鈴にはわからなかった。










５











「マメー！」

　チェック柄のワンピースとポニーテールが可愛らしい小学生の女の子の元気な声が、ロン・ファミーユ内に響き渡る。

　涼星の義妹、梨花が、初めて店にやってきたのは涼星が子猫を拾った十日後だった。

　涼星からの手紙で子猫のことを知り、同封されていた写真を見て、居ても立ってもいられなくなったらしい。

　マメと名付けられた子猫に会うなり夢中になり、ちょこまかと走り回るマメを追いかけ回す姿が、小さい者同士ということもあり、より愛らしく見える。

「おにいちゃん、マメ、おっきい猫ちゃんのおうちに隠れちゃった」

「おまえが追いかけ回すからびっくりして大福のところに逃げたんだろ。もう少し落ち着いて遊べ」

「わかってるけど可愛いんだもん。マメー」

　義兄である涼星の注意にぷうと頬を膨らませ、マメが避難した大福が寝ている猫ベッドの前で、梨花は猫じゃらしをふりふりする。まったく、とため息をつく涼星の、義妹に振り回されている姿というのが新鮮で、五十鈴は微笑みをこぼした。

「渋谷さんと梨花ちゃんのピーチジュース、こちらのテーブルに置きますね」

　涼星が座っている椅子の前のテーブルにグラスを並べつつ言う。

「ああ。……すまないな、うるさくして。店も貸し切りにしてしまって……」

「とんでもないです。俺も梨花ちゃんに会えて嬉しいですし」

　子どもが来店する際、一定の時間店を貸し切りにするケースはままある。居合わせた客同士が互いに気を遣う必要もないし、子どもと猫が一対一で触れ合う時間は貴重だからだ。

「でも、梨花ちゃん、よく店に来る時間作れましたね。今日は習い事とかないんでしょうか？」

「ああ。親から了解は取ったと話してて、俺も驚いたんだが……。なあ梨花、今日ここへ来ることは、ちゃんとお母さんには話してあるんだよな？」

　猫じゃらしを振る梨花の動きが一瞬止まる。

「……さっきも言ったじゃん」

「梨花」

「話したって。もー、おにいちゃんしつこい」

「……ならいいんだが」

　しつこいと言われ、ややショックをうけたような涼星がぐびりとピーチジュースを煽る。

　ふたりを交互に見やっていた五十鈴は、どことなく梨花の態度にぎこちなさを感じていた。

　楽しそうに猫とは遊んでいるのだが、涼星とあまり目を合わせようとしなかったり、質問されて言葉に詰まったりと、些細ではあるが反応に違和感を持たせる。

（いつも手紙でやり取りしてるお義兄さんと久しぶりに会って、緊張してるのかな……）

　お節介なことを考えたのち、緊張しているのは自分のほうか、と心の内で呟く。

　こうしていつもと同じように振る舞っているつもりでも、涼星のそばにいるだけで、実際は心臓が壊れそうなほど高鳴っているのだ。

　妻のいる涼星を好きになり、性的なオカズにもしてしまった。たった一度のことだとしても、後ろめたさがずきずきと胸を刺す。

　涼星の左手の薬指を、あれから前以上に、意識するようになってしまった。

　物言わぬ指輪に、さもしい自分が責められている気がしていると、涼星に「どうかしたか？」と訊ねられる。

「……えっ？」

「なんだかつらそうな顔をしてたから。マメの世話で疲れたか？　俺がなにも手伝えないから……」

　罪悪感で顔を曇らせる涼星に、慌てて否定の言葉を返す。

「渋谷さんは充分助けてくれてますよ。つらいだなんて……ただ、そう、考え込んじゃってただけです」

　五十鈴はにこりと笑顔を浮かべ、涼星と、自分の気持ちをも、誤魔化した。

「渋谷さん、どうしてあの子をマメって名前にしたのかなって。身体が小さいから、マメ、とかですか？」

　子猫の名前は拾い主である涼星につけてもらった。由来は聞いておらず、なんとなく口にしただけだったが、涼星がじわじわと赤面して目を逸らすという意外な反応を見せる。

「……おまえが大福と名付けた猫と、仲が良いだろう？　だから関連性のある名前がいいかと……マメと大福で、豆大福……は、どうだろうと……」

　ぼそぼそと恥ずかしそうに由来を打ち明ける涼星を見ていると、胸がきゅうっと締め付けられる。

「……渋谷さん……」

　五十鈴が名付けた大福と合う名前をと、考えてくれていたとは。強面からは想像できないくらい、可愛らしく優しい人だとはわかっていたが、好きだと自覚してから改めてそれを知らしめられると、想いがどんどん深くなっていくから困ってしまう。

（忘れなきゃいけないのに……諦めなくちゃいけないのに……）

　これ以上好きにさせないで、溺れさせないで――と、涼星の顔から目を逸らして唇を噛んでいたときだった。

　玄関のドアベルが鳴った。貸し切りの札を出しているのに変だなと、五十鈴が立ち上がろうとする。――と、荒々しい足音が近づいてきて、バンッ！　とドアが開かれた。

「――梨花！　ここにいるんでしょう！」

　三十代後半くらいのスーツ姿の女性が怒鳴り込んでくる。びくっと身体を揺らし、「……ママ……」と小さな声をあげたのは、名前を呼ばれた梨花だった。

「え……、梨花ちゃんのお母さん……ですか？」

　猫たちが物陰に一目散に逃げてしまうほど、突然現れた女性に五十鈴も呆気にとられていた。隣にいる涼星を窺うが、彼もまた強ばった顔をしていて、状況を呑み込めずにいるようだった。

「ママ、なんでここに……」

　梨花がこわごわと言うと、彼女の母親がつかつかと娘に歩み寄り、腕を組んで厳しい表情で見下ろす。

「それはママの台詞よ。――梨花、あなた、今は英会話教室の時間なのに、なんでこんなところにいるの？　教室の先生から梨花が来てないってお電話が来たのよ」

　五十鈴は「えっ」と声を漏らし、涼星もはっと息を呑んだ。どうやら梨花は、母親に内緒で、習い事に行くふりをしてここへ来たらしい。

「あなたに持たせてる携帯のＧＰＳの位置反応を見て、心配して来てみれば――」

「ごめんなさい……。でもどうしても、おにいちゃんが拾った猫ちゃんを見たかったの。見て、ママ。この子だよ、マメっていうの。わたしこの子が飼いたいんだ」

　梨花がマメを抱き上げて、必死に訴えるも、母親は「いけません」とすげなく返す。

「ママは猫アレルギーだから家では飼えないって話したでしょう。それに、おにいちゃんですって？」

　母親の視線が一層剣呑さを帯び、涼星のほうを睨みつける。

「……涼星さん。あなたが梨花を連れ出したの？」

「ちが……っ」

　五十鈴は思わず声をあげかけたが、涼星がすっと手を出したことで制される。涼星は立ち上がると、母親に向かって頭を下げた。

「すみません。梨花を叱らないでやってください。俺がここに連れてきたんです」

　五十鈴ははっと目を見開いた。――嘘だ。涼星は梨花に、きちんと親の了解を得てここへ来たのか確認していたし、彼が無理に梨花をここへ連れてきたなんて有り得ない。梨花のために自分が泥を被っているのは明らかだった。

「でしょうね。梨花がこんなことするはずないもの。悪い人の影響を受けてるとしか思えないわ」

　これ見よがしにため息をつく母親に、五十鈴は愕然とした。

（悪い人って……渋谷さんのことを言ってるの……？）

　見た目は怖いが、涼星ほど優しくて素敵な人はいない。なぜこの人は義母なのにそれがわからないのか。こんなに一方的に涼星ばかり責めるのか。

　涼星に止められた以上、勝手に口を挟むこともできず、けれども五十鈴は悔しくてならなかった。

「……すみません」

　涼星が頭を下げたまま、声を絞り出す。真摯な詫びの姿勢には目もくれずに、母親は梨花に「さあ、帰るわよ」と声をかけた。梨花はなにか言いたげな顔をしていたが、ぐっと堪えてこちらに歩み寄ってくる。

「……マメと遊ばせてくれてありがとう」

「……梨花ちゃん……」

　五十鈴にマメを手渡した梨花は、涼星とも話したそうな顔をしていたが、母親に急かされ仕方なく部屋を出ていく。

「もう娘には近づかないでちょうだい」

　母親が涼星に冷ややかな言葉を残し、ドアがばたんと閉められる。すると室内には静寂が満ちた。

「……渋谷さん」

　まだ頭を下げた状態でいる涼星に、五十鈴がそっと気遣う声をかけると、涼星がその場にどさりと座り込む。

「……悪かった。店を騒がせてしまって」

「いえ、そんなことは……でも……」

　五十鈴は言い淀む。なぜ義理の息子に対して、ああも刺々しい接し方なのか、気になるが訊ねるのはあまりに失礼な気がして。

　けれども五十鈴の思いを察したのか、涼星がふっと自嘲の笑みを浮かべて言った。

「……見てのとおり、俺は梨花の母親に嫌われてるんだ」

「……どうして……」

「彼女は教育熱心で、学歴とか社会的地位とか……スペック重視の人なんだよ。だから俺みたいな、高卒でガテン系仕事をやってる男は毛嫌いの対象なんだ」

「そんな……」

「梨花との手紙のやり取りですら、あまりいい顔をされないし……会うのはもっとハードルが高い。……今日梨花が了解を得たって聞いて、おかしいなと思ったんだが……認めてもらえたのかと、勘違いしてしまった。……ぬか喜びだったな」

「……前に渋谷さんが、梨花ちゃんは色々と忙しいから、店には来られないだろうっておっしゃってたのも……」

「ああ。……本当の理由は、義母さんとのことだ。……確執というか、一方的に嫌われているだけなんだが。……情けなくて、言い出せなかった」

　沈んだ声と、傷ついた心を隠すような痛々しい微笑に、五十鈴の胸は締め付けられた。

「情けなくなんかないです」

　涼星のそばに膝をつき、顔を覗き込むようにして強く訴える。

「だって渋谷さん、今のお仕事が好きなんでしょう？　好きで、誇りを持っているお仕事を一生懸命されてるなら、誰に非難されることもないと思うから……って、俺の持論で申し訳ないですけど……」

　熱く語ってしまったことが恥ずかしく、赤くなって俯くと、涼星が「……そうだな」と呟いた。

「他人の評価も大事だが、一番は、自分がその仕事にどう向き合うか……だな。……おまえの言うとおり、建築の仕事は、好きで始めたんだ。俺の家は父子家庭だったから、高校を出たらすぐに働いて、父親の助けになろうって決めて……な」

「……そうだったんですか」

　高校を出てすぐ社会に出る目的が、親の負担を減らすためだなんて、涼星らしいと五十鈴は思った。

　優しくて他人思いで、けれどとても不器用で。

　あなたは素敵な人です、だから好きになったんですと、抱きしめて慰めてあげたい。――けれども、そうできる権利は自分にはないから、ぐっと堪えるしかなかった。

「なーぁ」

　五十鈴と涼星の顔を交互に見ていたマメがひと鳴きして、小さな前足を涼星の頬に押し当てる。

　すると大福ものそのそととやってきて、涼星の膝にどっしりと座った。

「……マメ？　大福？」

「二匹とも渋谷さんに、元気出してって言ってるんですよ」

　すかさず五十鈴が言うと、きょとんとしていた涼星がふっと笑う。

「……慰めてくれてるのか。優しいな。……義母さんのあの感じじゃ、マメを引き取るのは難しいだろうし……俺がおまえたちを連れていけたらいいのにな」

　せっかくペット可物件に住んでいるのに、惜しいな――と呟きながら、涼星は大きな手で優しく二匹の頭を撫でた。

　大福も、素直になるのに時間こそかかったが、優しい涼星のことがすっかり好きになったようで、ぐるぐると低く喉を鳴らしている。

（惜しいな……か……）

　本人も猫が好きで、住宅環境にも問題がなく、けれども「飼えない」ということは。――義母と同じように、涼星の妻もまた、猫アレルギーもしくは猫嫌いなのかもしれない。

　涼星が今、愛する女性の顔を思い描いているのだと思うと、また胸が痛んだ。けれども、頭をふるふると振って余計な考えを払う。

（……今は俺のことなんてどうだっていい。……一番傷ついてるのは、渋谷さんだ）

　五十鈴も同性愛者であることがばれ、身内に白い目で見られた経験があるからこそ、義理とはいえ家族によく思われていない涼星の気持ちがよくわかる。

　涼星を元気づけたい。いつもは自分が彼に励ましてもらってばかりだからこそ――。

「……渋谷さん。今夜、ご予定はありますか？」

「……？　いや、とくにないが」

「でしたら、一緒に街へ出ませんか？　梨花ちゃんのかわりに、俺とデートしてください」

　五十鈴の悪戯っぽい微笑みに、涼星はぽかんと口を開け、「デート……？」と繰り返したのだった。







「すみません……結局ご馳走になってしまって」

　閉店作業を終えた五十鈴は、涼星とともに繁華街に出て、そこにある和食レストランで食事をした。

　誘った五十鈴が支払うつもりだったのだが、お手洗いに席を外している間に涼星が精算を済ませてしまい、そのあといくら言っても代金を受け取ってくれず、結果的に奢ってもらう形になってしまったのだ。

　レストランから出た五十鈴は申し訳なさから謝ったが、涼星は気にしたそぶりもない。

「いいや。俺こそ美味い店を教えてもらえて得したよ。この辺はよく来るからな。また利用させてもらう」

「ぜひ。出来れば今度は俺にご馳走させてください」

　ああ、と答える涼星は、店を出てきたときよりもいくらか元気になったように見えた。

（よかった）

　もしかしたらまだ、心の中では落ち込んでいるのかもしれないが、少しでも気晴らしになったなら自分も嬉しい。そう五十鈴は思う。

「……あ」

　涼星と並んで路地を歩いていた五十鈴は、ふと通りかかった露店の前で足を止めた。大きくはない台の上に、色とりどりの石があしらわれた指輪やネックレス、ブレスレットなどが並んでいる。

「綺麗……」

　吸い込まれるようにして見ていると、露店の店主である快活な女性が、「よろしければお手に取って見てくださいね」と声をかけてくる。

「どれが気に入ったんだ？」

　後ろから覗き込んできた涼星に、五十鈴は「これ」とあるネックレスを指差した。シルバーのチェーンに、小さな青い石がついた、シンプルなデザインだ。

「キトンブルーだなあって」

　五十鈴が呟くと、「キトンブルー？」と涼星が聞き慣れない言葉を問い返す。

「子猫の青い瞳のことを、そう言うんですよ。もっとも、大きくなるにつれてほとんどの子は色が変わるんですが」

　だからこそ、この青を見ると、子猫のころから世話をしている店の猫たちのことを思い出して、懐かしくも愛おしい気持ちになる。

「俺の好きな色です」

　五十鈴が言って微笑むと、涼星が「着けてみたらどうだ」と勧めてきた。

「いえ。いいです」

「だが、気に入ったんだろう？」

「でも……どうせ買えないから」

「どうして」

「こういう華奢で綺麗なものは、女性が身につけてこそ映えるものです。男の俺なんかには……似合いませんから」

　苦笑を浮かべた五十鈴は、店主に「すみません」と謝ると、涼星のほうを振り向いた。

　涼星は、なにか言いたげな顔をしている。卑屈なことを言ってしまって、気を遣わせたかもしれないと思い、五十鈴は明るく笑うことを意識した。

「足を止めさせてしまってすみません。行きましょ――」

　そのときだ。

「――あれ？　五十鈴じゃねぇか」

　どこからともなく耳に飛び込んできた声に、五十鈴はびくっと身を揺らした。

　聞き覚えのある男の声に、まさかと思いながら横を向き――顔から血の気がさっと引く。

「……直志」

　両耳にピアスを開けた、一見モデルのような華やかな男が、すぐそばに立っていた。

　直志は、五十鈴の恋愛不信の元凶である、大学時代に付き合っていた男だ。おもちゃのように弄ばれたあげく捨てられ、淫乱なゲイだと不名誉な噂を流され、五十鈴は地元を出ざるを得なくなった――そのとき以来の再会だ。

「こんなところで会うなんて奇遇だな。あ、俺も東京で働いてんだわ」

　五十鈴に対する罪悪感など欠片もないことは、にやにやとした笑いが証明している。あのころの――愛とは程遠く、虐げられていたときの記憶が一気に蘇り、五十鈴の心臓が緊張と恐怖にドッドッと鳴った。

「おまえ、こっちでなにやってんだ？　おまえみたいな面白味のないやつでも出来る仕事ってあるわけ？」

「……っ、直志には関係ない……っ」

「そんなこともねぇだろ。あ、もしかして男を誑かす仕事でもやってんのか？　そのカマくさい顔を使って」

　下に余計なモンがついてなきゃもっとよかったのにな、と直志が下卑た発言をする。ショックで言葉を失った瞬間、直志が涼星に目を移すのがわかった。

「なんだ、やっぱり男連れじゃねぇか。――なぁ、あんたもこいつの顔に騙されたクチか？」

　直志に絡まれた涼星が、「はぁ……？」と怪訝な顔をする。はっとした五十鈴が「やめて直志！」と止めるが、まるで聞き入れてくれない。

「俺、こいつの元カレってやつなんだけどさぁ。こいつ、顔はまあまあ可愛いだろ？　だから付き合ってやったんだけど、ディルド突っ込まれようが縛られようが勃たせる姿見てドン引きしてさぁ、別れたわけ。女のかわりになるかと思ったけど、やっぱ男はきもいよな。あんたは平気？」

　にやにやと、涼星に詰め寄る直志を見て、五十鈴は悲痛な声をあげた。

「やめて……っ！」

　――ばれた。

　今のできっと、ゲイであることが涼星にばれてしまっただろう。

　恋人になれなくても、好きになってもらえなくても――嫌われたくなかった。いい友人として、穏やかな時間を過ごせたら、それで幸せと思っていたのだ。

　けれど、もうその願いすら叶わないかもしれない。涼星がゲイに対してどんな感情を持っているかわからない以上、反応が読めず、怖くて固まるしかできない。

　すると涼星は顔色も変えず、直志を睨み据えながら、五十鈴の肩に手を回してきた。

「俺の恋人を愚弄するのもいい加減にしてくれないか」

　強い言葉に五十鈴は驚き、唇から「え……？」とか細い声を出して涼星の顔を見上げた。

　涼星はいったい、なにを言っているのだろう。

「ぐ……愚弄もなにも、本当のことだろ。こいつが淫乱でどうしようもない男好きってのは」

「――黙れ」

　言い返してきた直志に、涼星が圧のある一言を放つ。

　震える五十鈴の肩をしっかりと抱き寄せながら、涼星は直志を見る目をさらに鋭くした。

「こいつは世界一いい男だ。騙されているわけじゃなくて、俺はちゃんとそれを理解している。おまえの戯れ言なんか信じるものか。……これ以上こいつを傷つけるようなことを言ってみろ。――俺が許さないからな」

「な……っ」

　直志が一歩後ずさる。直志も身長は決して低くないが、それでも涼星の前に立つと頭ひとつぶんは違うし、強面の顔を前に相当びびっているようだった。

「行こう」

　涼星が五十鈴の肩を抱いたまま、直志の横を通り過ぎる。混乱していて、頭の整理がつかなかった五十鈴は、ただ彼の動きに従った。

　やがて人気のない高架下まで歩いたところで、五十鈴は足を止めた。俯く五十鈴の様子からなにかを感じ取ったのか、涼星が五十鈴の肩から手を外し、「……大丈夫か？」と訊ねてくる。彼の優しさを、今の五十鈴は、素直に受け取ることができなかった。

「……なんで……あんなことをしたんですか……？」

　震える声を絞り出すと、涼星が「あんなこと？」と訊ねてくる。

「……恋人のふりをしてくれたでしょう？　庇ってくれたのは嬉しかったですけど、どうして……」

　五十鈴を庇うだけならべつに、友人として一言もの申す、という形でもよかったはずだ。けれど涼星はわざわざ、見せつけるように直志の前で五十鈴を抱き寄せ、「俺の恋人」と言い切った。

「あんなことをしたら、渋谷さんまでゲイだと思われてしまいます……それなのに……」

　ゲイであることがばれて、五十鈴の人生は変わった。

　今までの居場所がなくなり、友人も家族も遠いものになり、ひとりにならざるをえなかった。

　男でありながら男しか愛せないことは、この社会において、つまはじきにされるひとつの原因なのだ。涼星だって当事者でなくともその風潮はなんとなく知っているはず。だから、いくら口からでまかせだったとしても、そんなことが言える涼星の気持ちが理解できなかった。

「もしかして、かわいそうなゲイへの同情ですか？　元カレにあんなふうに言われて……惨めだったから……。心の中では、本当は、気持ち悪いって思ってますよね？　それが普通ですもん……っ」

「普通」から外れていることは、大きなコンプレックスであり、罪悪感でもあり――こんな自分を涼星の目に晒していることが恥ずかしく、卑屈な言葉を吐いているとわかっていても止められない。

　そのとき、涼星に両方の肩を掴まれ、強引に向き合わされた。

「気持ち悪いだなんて思うものか！」

　まるで叱咤されるように、力強い言葉と視線をぶつけられる。

「勝手に恋人のふりをしたのは謝る。けど……同情なんかじゃなくて……おまえとそうなりたいっていう、俺の本心からなんだ」

「……どういう意味ですか？」

　問い返すと、涼星が一瞬、躊躇ったように目を伏せる。しかし意を決したのか、次の瞬間、真面目な顔つきでしっかりと五十鈴を見据え、言った。

「男が大丈夫なら、俺と付き合ってくれないか」

　――五十鈴は目を見張り、言葉を失った。

（なにを……言ってるの、渋谷さん……）

　彼の左手の薬指には、今も指輪が光っている。妻帯者でありながら、五十鈴がゲイとわかったとたん、自分と付き合わないかと言い出すなんて――。

（渋谷さんも結局……直志と一緒、なのか……）

　顔が許容範囲なら、女の代わりに付き合えて。多少手荒な真似をしても男だから気にしなくていいし、手軽に遊べて罪悪感なく捨てられる存在だと――ゲイを考えているのか。

　しかも、同性だから浮気にならないと考えているとしたら、直志よりたちが悪い。

「……ひどい……」

　もう恋なんてしないと誓っていた。どうせ叶わない想いと諦めていた。

　だからこそ、片思いのままでいさせてほしかったのに、こんなふうに打ちのめすなんて……ない。

「渋谷さん、ご結婚されてるのに……っ、なんてこと言うんですか……っ」

　五十鈴だけではない。彼の妻に対しても不誠実だし、真面目だと思っていた涼星のイメージが覆され、五十鈴はひどくショックをうけていた。

　そんなことを言われるとは思っていなかったのか、「え？」と目を丸くする涼星の反応にも白々しさを感じ、怒りを覚える。

「そんな人だなんて思いませんでした。見損ないましたよ……っ」

「ちょ……ちょっと待ってくれ。結婚て、いったいなんのことだ？」

「まだそんなこと言ってるんですか？　結婚指輪だってされてるし、ご自宅に帰れば、猫がお好きじゃない奥様がいらっしゃるんでしょう！」

　だから――自分は本気で愛してはもらえない。

　慰み者程度にしか思ってもらえない。

　そんな人だと知らずに想いを寄せていたなんて――。

　押し寄せる悲しみが心を切り裂いて、涙がぽろぽろと溢れてくる。涼星がはっとして、涙を拭おうと伸ばした手を、五十鈴は反射的に振り払った。

　呆然としている涼星と目が合い、心がずきんと痛む。

「……すみません。渋谷さんには、店の猫に色々良くしていただいて、感謝してるんです。でも……もう、こうして個人的にお話しすることは……できません……っ」

　そう言って、五十鈴は踵を返すと走り出した。涙のせいで前がよく見えず、頬をとめどなく濡らす感触が気持ち悪い。

（これだから恋なんてもうしたくなかったのに……）

　好きになって信じて、裏切られて傷ついて。

　それが怖いから恋に臆病になっていたのに、また自分は失敗を繰り返してしまったのだ。

　だが、本当に悪いのは涼星ではなく、好きになってはいけない人だとわかっていたのに惹かれてしまい、居心地のいい関係に甘えてしまっていた自分だ。

　自己嫌悪に打ちひしがれながら、五十鈴は涙が止まるまで、ひとり夜の街をさまよい続けた。










６











「店長。今日も渋谷さん、いらっしゃいましたけど……」

　男性スタッフから連絡をもらうなり、スタッフルームでＰＣ仕事をしていた五十鈴はどきりとして、スタッフに頭を下げた。

「……ごめん！　俺しばらく裏で事務作業してるから、渋谷さんが帰ったら教えてくれない？」

「でも、渋谷さん、店長にお話があるみたいですよ？」

「うん、でも……ちょっと気まずくて」

　理由が話せないので、苦笑して再びごめんと謝るしかできない五十鈴に、スタッフは気を利かせて「わかりました、裏お願いしますね」と言って接客仕事に戻っていく。申し訳ないと思いつつも、五十鈴は涼星と顔を合わせたくはなかった。

　――あの日から一週間。涼星は定休日以外の毎日、五十鈴を訪ねて店にやってくる。

　けれどもそのたび、五十鈴はスタッフルームへ逃げて、涼星への対応を他のスタッフに任せっきりにしてしまっている。良くないことだとわかっているが、それでもまだ彼と冷静に向き合う心の準備ができていなかった。

「……どうして毎日来るんだろ。……猫たちに会うためだけならわかるけど……俺のことなんてほっとけばいいのに」

　簡単に遊べると思ったゲイが、こんなにも面倒でこじらせているとわかったら、普通ならすぐ引きそうなものだが。

　涼星の気持ちがまったくわからず、椅子の背もたれに寄りかかってため息をついていると、どこかから「んみゃー」という鳴き声が聞こえる。

「あ。こっち入ってきちゃったのか」

　声のしたほうを見てみると、大福とマメが並んで寄ってくるところだった。さっきのスタッフがドアを完全に閉めていなかったので、隙間から入ってきたらしい。活発なマメといることで、行動範囲が以前に比べ随分と広くなった大福は、少しずつだが五十鈴や涼星以外の人間のそばにも寄っていくようになった。

「……大福にとっては、マメを拾ってくれた渋谷さんは恩人だよね。もちろんマメにとっても」

　立ち上がり、二匹の前でしゃがみこみ、両手でふわふわの頭を撫でながら言葉をこぼす。大きな瞳でじっと五十鈴を見上げる二匹の様子はまるで、五十鈴になにか言いたげに見えた。

　――涼星さんと喧嘩してるの？

　――今のままで本当にいいの？

　そんな心の声が聞こえた気がする。

「……ごめんね。……恋にも、仲直りにも臆病で」

　涼星とのすれ違いを心配してくれているような、大福とマメの視線に、五十鈴は居たたまれなさを覚えずにはいられなかった。







　その後、しばらくして涼星が、そして夕方にはスタッフがみな帰り、五十鈴はひとりで店頭業務に追われた。

　閉店まであと一時間となったころ、ひと組いた客を見送り、無人の店内で五十鈴は空のグラスを片づけていた。するとドアベルの音が聞こえた。

　玄関には「スタッフが来るまでお待ちください」と書いた張り紙があるので、客が勝手に店内へ入ってくることはまずない。――にもかかわらず、五十鈴が玄関へ向かおうとした矢先、部屋のドアが開いた。

「よう、五十鈴」

「……！　直志……！？」

　五十鈴はその姿を見て、愕然とした顔になった。

「なんでここが……」

「共通の知り合いに聞いたんだよ。おまえが保護猫カフェの店長やってるって。……へぇ、ここが」

　ずかずかと遠慮なく室内へ入ってくる直志に、五十鈴が慌てて声をあげる。

「ちょっと！　消毒もしてないのに、勝手に部屋に入らないで！」

　奥にいる猫たちを庇うように直志の前に立ち塞がると、苛立たしげに舌打ちされる。

「お客様をばい菌扱いかぁ？」

「猫のことを考えてくれない人はお客様とは思わない」

　直志を前にすると過去を思い出して身体が震える。けれど猫たちを守りたい一心で、五十鈴は強く直志を見据えた。

「言うようになったじゃねぇか。あの男の影響か？」

「……直志には関係ない。……なんの用？」

「本当に言うようになったな。俺に惚れてたころはなにをされても抵抗しない人形みたいで、いまいち物足りなかったが……今のおまえのほうが、いたぶりがいがあっていいぜ」

「……なにを言ってるの？」

　にやにや笑う直志に眉を顰めると、直志が突然、五十鈴の腕を掴んで引き寄せた。その痛みに顔をしかめると、耳元で愉しい悪戯でも思いついたかのような囁きが落とされる。

「――ヤらせろよ、五十鈴。今なら最後まで抱いてやるぜ？」

　五十鈴は目を見開いて硬直した。そんな五十鈴の耳たぶにぴちゃりと舌を這わせながら、直志が続ける。

「おまえ、前より綺麗になっててさぁ……ぶっちゃけ昨日驚いたんだよ」

「やめ……っ」

　直志から離れようとするが、腕を掴む手に力を込められて、敵わない。

「人のモノだと思うと、余計に惜しくなったっていうか。おまえも同じ男の味ばかりじゃ飽きるだろ？　な？」

　直志の手が無遠慮にエプロンの上を這う。五十鈴が全身に鳥肌を立たせ、「やめて！」と叫ぶと、いきなり直志が「いてっ！」と呻いて五十鈴から手を離した。

　見ると、猫たちが直志の足に噛みついたり、背中によじ登って爪を立てたりしている。

「みんな……」

　穏やかで人が好きな猫が多い中で、こんな光景は見たことがない。おそらく、五十鈴の危機を察して助けてくれようとしているのだろうと思うと、胸が熱くなった。

「くそっ、どけ！」

　直志が身を捩り、無理矢理猫たちを払い落とす。猫たちは身軽に着地体勢をとったが、マメは幼いのでころりと床に転がってしまう。なんでもない様子ですぐに起き上がったが、五十鈴は悲鳴をあげた。

「やめて！　猫たちにひどいことしないで！」

「なら大人しく俺の言うことを聞けよ。俺に黙って抱かれるなら、こいつらにはなにもしないでやるぜ？」

　陰湿な笑みを浮かべながら、非情な交換条件を出してくる直志を、五十鈴は唇を噛んで睨む。

「……お客さんが来たらどうしようとか思わないの」

「安心しろよ。入ってくるとき、札を閉店にひっくり返しておいたから、誰も来ねぇよ」

　直志が愉しげに吐いた言葉に、五十鈴は絶望的な気持ちになる。

　助けは望めない。

　直志ははじめから五十鈴を脅して肉体関係を迫るつもりで、用意周到にここへやってきたのだ。

　身体の震えが大きくなる五十鈴を見て、猫たちが心配そうにすり寄ってくる。この愛しい子たちを自分のせいで危険な目に巻き込むことだけは絶対にしたくない。守れるのは、自分だけだ。

「……わかった」

　汗の滲む手をぎゅっと握り締めて、呟く。

「俺のことは好きにしたらいい。……そのかわり、絶対に猫たちには手を出さないで」

「それでいいんだよ」

　直志が勝ち誇ったような笑みを浮かべて、五十鈴の肩をどんと押し、近くにあったソファーの上に押し倒す。上に乗られて、服に手をかけられ、嫌悪と恐怖を感じながらも、五十鈴は覚悟を決めて目を閉じた。――そのときだ。

「うおッ」

　突然、直志の呻き声がして、身体の上がふっと軽くなった。なにが起こったのかわからず、目を開けてみると、床に転がっている直志のそばに、ひとりの長身の男が立っていた。

「……渋谷さん……！？」

　その姿を見て、五十鈴は驚きの声をあげた。

　なぜ、数時間前に帰ったはずの涼星がここにいるのか。

　しかも、いつもの作業着やラフな私服ではなく、スーツ姿という初めて見る出で立ちだ。

「いきなりなにしやがるっ！」

　五十鈴の上から強引に退かされたときに打ったのか、腰をさすりながら吠える直志を、涼星が怒りを露わにした表情で見下ろす。

「それはこっちの台詞だ。……五十鈴に暴行しようとしてただろ」

「暴行じゃねぇよ！　こいつも同意の上だっ」

　五十鈴は反射的に「違う！」と叫んだ。だが、身体の震えがおさまらず、言葉が続かない。すると涼星が歩み寄ってきて、ソファーのそばに膝をつき、そっと両手で五十鈴の頬を包んだ。

「五十鈴」

　優しい声に、ふわりと緊張や恐怖が溶けていく感覚がする。

　こんなときなのに、五十鈴――と名前で呼ばれたことが、嬉しくてたまらない。

「大丈夫だ。俺は、おまえの言葉だけを信じるから」

　真摯な瞳に見つめられ、安堵の涙がこぼれそうになる。五十鈴は何度も小さく頷いて、ようやく口を開いた。

「言うことを聞かないと、猫たちが乱暴されるって……思って……っ、それで……っ」

「……自分が犠牲になろうとしたのか？」

　馬鹿だな、と窘める声も優しく、五十鈴の口から自然と「ごめんなさい」という言葉がこぼれる。

「おまえが悪いんじゃない。大事な存在を守ろうとしたんだろう？」

　言って、涼星は五十鈴を背中越しに守るように立ち上がると、尻餅をついたままの直志を再び睨み据えた。

「今すぐ警察を呼ばれたくなかったら、二度と五十鈴の前には現れないと約束して、この場から消えろ」

「な――ッ」

　直志は反論の様子を見せたものの、五十鈴でさえ見たことがないほど、凄絶な怒りの気を放っている涼星に圧倒されてぐっと言葉を呑み込んだ。

　分が悪いと察したのか、それとも強い雄には敵わないと本能で悟ったのか。

「……わかったよ、二度とこねぇ。……それでいいんだろっ」

　悔し紛れに言い放ち、荒々しく足音を響かせながら部屋を出ていく。

　完全に直志の気配が消えた瞬間、五十鈴の全身から力が抜けた。

「おい、大丈夫か？」

　心配そうに屈み込んでくる涼星に、ひとつ頷きを返して、五十鈴は姿勢を正して言った。

「あの……渋谷さん。助けてくださって、ありがとうございました。渋谷さんが来なかったら……俺……」

　思い出すとまた恐怖が蘇るので、五十鈴はぶるりと頭を振って嫌な記憶を追い出そうとした。するとそんな様子を気遣わしげに見つめていた涼星が呟く。

「俺よりも大福に礼を言ったらいい」

「大福……ですか……？」

　きょとんとする五十鈴のそばに、んなぁ、と低い声で鳴きながら、大福がのそのそと歩み寄ってくる。

「ああ。……しつこくて気持ち悪いと思わないでほしいんだが……、もう一度おまえに会いに、店に来たんだ。けど、時間より早く閉店していて、おかしいと思ってたら、大福が必死に窓ガラスを引っかいててな。まるでなにか訴えてるみたいに」

「……大福が、そんなことを」

　大福は普段大人しく、そういった真似をする場面は見たことがない。話を聞くだけでも驚きだ。

「おまえを助けようと、ＳＯＳを送ったんだろうな。おかげで俺も異変に気づけた」

「そうだったんですね。……ありがとう、大福」

　感謝を込めて五十鈴が大福の背を撫でると、どういたしまして、と言っているかのように大福が「にゃぁご」と鳴く。僕だって活躍したんだよとばかりに、大福の隣に来てぴたんぴたんとしっぽを床に打ちつけるマメを見て、五十鈴は微笑んだ。

「うん。マメもありがとうね」

　思わず和やかな雰囲気になりかけて――五十鈴ははっとした。直志に襲われかけてすっかりそれどころではなくなっていたが、そういえば自分は涼星を避けていたのだった。

（気まずい……っ）

　だからといって、危ないところを助けてくれた恩人に対して「今すぐ帰ってください」などと言って失礼な態度もとれない。頭をぐるぐるさせた結果、五十鈴はべつの話題に逃げた。

「……っ、そういえば、今日はなにか用事があったんですか？　そのスーツ……」

　ああ、と言って涼星が黒のスーツを見下ろす。

「謝罪にうかがうには、きちんとした格好をしたほうがいいかと思って」

「謝罪って……」

「実家に顔を出してきたんだ。……この間、梨花を勝手に連れ出してしまったことを、彼女の母親に詫びに」

　物凄い剣幕で怒鳴り込んできた梨花の母親のことを思いだし、五十鈴ははっとした。

「けど、あれは渋谷さんが悪いわけでは――」

「ああ。あのあと梨花が、自分が嘘をついて出かけたことを正直に話したみたいで、俺が説明するまでもなく義母さんもわかってくれたよ。むしろ事情も聞かずにあれこれ言い過ぎたって思ったのか、トーンダウンしてた」

　事情を話してくれる涼星の言葉に、五十鈴はふと視線を伏せた。誤解がとけたのはよかったが、義母の涼星を「見る目」が根本的に変わらない限り、こういったことはまた起きる気がする。赤の他人が口を出す問題ではないが、気がかりでいると、涼星が「それどころか……」と話を続けた。

「帰るころには、自分の実家なんだからもっと頻繁に帰ってきなさいとも言ってくれた。随分好意的になったもんだよ」

「……ええっ！？　それはまた……どうして」

「梨花の母親はスペック重視の人で、だからこそ高卒でガテン仕事をしている俺が気にくわないって話は前にしただろ？　でも、俺が今日ある報告をしたとたん、ころっと態度が変わった」

「報告って……」

「二級建築士の資格を取ったんだ。実務経験と、独学とで」

「……凄い……！」

　驚きの連続だが、嬉しいニュースに、五十鈴は目を輝かせた。

「独学だなんて。そういえば……店でも渋谷さん、お仕事関係の本読んでらっしゃいましたもんね。建築士になるための勉強だったんですね」

「まあな。……父親の助けになりたくて、高校を出てすぐ働きだしたけど、家計も安定して、父親も再婚して……。父親にもう家に金を入れなくていいから自分のために使えって言われたとき、なにがやりたいか考えて……好きな建築の仕事をもっと極めたいと思ったんだ。自分の夢を追って励んだだけで、義母さんに気に入られるために資格を取ったわけじゃないが……まあ、丸くおさまってよかったよ」

　苦笑をこぼして、けれどもすぐ、涼星は真顔に戻った。

「でも――おまえとのことは、まだなにも解決していない」

　避けていた本題を切り出され、五十鈴はぎくっとした。

「店へ行ってもずっと会えなかったのは……忙しいからじゃなく、俺から逃げていたから……だよな」

　否定できず、ふいと視線を逸らすと、涼星が肩を掴んでくる。見れば必死の表情をしていて、五十鈴は気圧された。

「俺は、おまえになにかまずいことをしたのか？　この間……おまえが怒って俺の前から逃げたときから、ずっと考えてた。……俺の気持ちが、そんなに迷惑だったかと」

　その言葉に、五十鈴はかちんとして言い返した。

「っ、当たり前でしょう……！？　結婚してる人に付き合おうだなんて言われて、ショックをうけないわけないじゃないですか！　ましてや渋谷さんのこと、そんな人だとは思わなかったのに……っ」

　直志もそうでした、と五十鈴は暗い声で言う。

「俺のこと、好きでもないのに。手軽に遊べるおもちゃ代わりにそばに置いて、飽きたら捨てて……っ。いつか好きになってくれるかもって、信じてされるがままになってた俺も悪いです。……けど……っ、もうあんな思いはこりごり……っ」

「――ちょっと待て！」

　悲しみに顔を歪めていると、涼星が叫んだ。

「前も言っていたが……結婚って、なんのことだ？　俺は独身だ」

「……そんなわかりやすい嘘、つかないでください。左手の薬指に指輪をしてて、気づかないはずないですよ」

「これはおもちゃだ。かなり前に、梨花に悪戯ではめられたんだが、きつくて抜けなくなってしまってそのままになっているだけで」

「……へ？」とぽかんとした顔で呟いた五十鈴は、直視すると悲しさが増すので、今まであまり視界に入れないようにしていた涼星の指輪を慌ててよく見てみた。

「……本当だ……」

　至近距離で見なければわからないが――確かに、ちゃちなおもちゃだ。

「じゃ……じゃあ、ペット可物件で渋谷さんもその気持ちがあるのに、猫が飼えないって言ってたのは？　同居してる奥様が、猫を嫌いだったりアレルギーをお持ちだったりするからじゃないんですか？」

　まだすぐには信じられずに続けるが、涼星にあっさりと否定される。

「ひとり暮らしだと里親許可が下りにくいってネットで見たんだ。だから、俺が希望したところで無理だろうと……違うのか？」

　五十鈴は呆然としつつ、「……そのとおりです……」と答えた。

　急激に顔に熱がのぼる。恥ずかしくて、ここから消えてしまいたいとさえ思う。

　おもちゃの指輪や、思っていた以上に猫の里親になる条件を理解していた涼星のことを誤解した挙げ句、ひとりでもやもやして、怒り、逃げ続けていたなんて――。

「……っ、す、すみませんでした！」

　五十鈴が顔を真っ赤にして勢いよく頭を下げると、涼星が深いため息をついた。

「まさか、既婚者と思われてたとはな。紛らわしい物をつけてた俺が悪いんだが……」

「本当に……俺ってば、失礼なことを……っ」

「もうそれは気にしなくていい。だから改めて、俺と付き合うことを……考えてくれないか？　目の前の俺を見て」

　涼星の硬い手のひらに、そっと頬を包まれ、顔を上げるよう促される。真剣で、そして少し緊張しているような瞳が、五十鈴をまっすぐに見ていた。スーツ姿のせいかいつもと違う雰囲気で、胸の鼓動が速まる。

「……俺は、渋谷さんが好きです。とっくに、好きになってました」

　嬉しげな表情を覗かせた涼星が「なら……」と言うのを、「けど」と強い言葉で遮る。

「付き合うのは……きっと……無理です」

「……どうして。誤解は解けただろ？」

　怪訝そうな涼星の問いに、こくんと頷く。

「それでも……渋谷さんが結婚していなくても……今は俺と付き合いたいと思ってくれているとしても……っ、渋谷さんはゲイではないでしょう？　だからいつか、正気に返って……俺が、いらなくなるんじゃないかって……」

　そのときのことを考えるだけで、苦しくてつらくて、胸が潰れそうになる。

「また、直志のときみたいに捨てられるのが怖いんです。ごめんなさい。あなたを信じてないんじゃない、ただ、俺が臆病なだけで……っ」

　好きになればなるほど、その想いを踏みにじられたときの悲しみは深くなる。涼星の気持ちは嬉しいが、それを素直に受け止めて、未来を楽観的に考えられるほど、五十鈴は強くはなかった。

「ごめんなさい……っ」

　申し訳なさでいっぱいになり謝ると、涼星の手が頬からすっと離れていく。

（……傷つけた……よね……）

　罪悪感がじくじくと胸に広がる。

　涼星は、五十鈴の前であぐらをかいて座ると、大福とマメを膝の上に抱き上げて口を開いた。

「……大福は、人間に失望したから、ずっとひとりでいたんだよな。でも、マメのおかげで変わった。誰かといる喜びを知った。そう、思わないか？」

　唐突に大福とマメの話をされ、意表を突かれる五十鈴に対し、涼星は言葉を続ける。

「おまえも、昔の大福みたく、誰も受け入れられずにいるんだろ。おまえは臆病と言ったが、心に深い傷を負ったんだ、自分で自分を守ろうとして当然だ」

「渋谷さん……」

「俺のことも、そう簡単には受け入れられないんだよな。でも、大丈夫」

　大福とマメの頭を撫でながら、涼星が明るく笑う。

「俺はマメみたいに一途でしつこいからな。おまえから歩み寄ってもいいと思えるまで、待つよ。どれだけ時間がかかってもいい。――俺は本気でおまえを好きで、その気持ちはいつになっても変わらないって、わかってもらうにはちょうどいい」

　一途でしつこいと言われたマメが、抗議するように「にゃにゃっ」と鳴いて、涼星が「すまん、すまん」と謝る。その光景を見ているうち――五十鈴の瞳から、自然とひとしずくの涙がこぼれてきた。

　――恋に臆病で、好きという気持ちだけで目の前の相手に向き合えずにいる。

　そんな面倒な自分を、どうしてこの人は嫌がらず、まっすぐ愛してくれるのか。

「……あなたみたいな素敵な人……俺にはもったいないですよ……」

　ほろほろと涙を流しながら言葉を紡ぐ五十鈴を、涼星が愛情を映した瞳で見つめる。

「それは俺の台詞だ。……恥ずかしいことを言うが、引かないでくれな？　はじめから俺を見た目で判断しないで受け入れてくれたおまえの、その……聖母みたいな笑顔に、俺は……夢中になってたんだ。猫たちに会いたかったのももちろんだが、一番会いたかったのはおまえで……おまえの優しさに、いつも癒されてた」

　涼星の顔が、見たこともないほど赤く染まる。あまり自分のことを口にするタイプではないので、恋心をつぶさに語ることに、よほど羞恥を感じるのだろう。

「……好きだ、五十鈴。おまえだけを俺は、愛してる。ずっと一緒にいたいから、おまえの心の準備ができるまで、待っててもいいか……？」

　五十鈴は目にいっぱい涙を浮かべ、こくこくと頷いた。

　――こんなにも包み込むような愛情があることを、知らなかった。

　求めるでも、押しつけるでもない。ただ見守り、待ち続けることは、懐が広くそして愛が深くなければ不可能だ。

　今すぐは無理でも、きっといつか、自分の意思でこの人の胸に飛び込むことができるはず。臆病な五十鈴に、そんな勇気を持たせてくれた涼星のことが、もっともっと好きになる。

「……ありがとうございます。大好きです、渋谷さん……っ」

　感激の涙が止まらない五十鈴に、涼星が手を伸ばすより早く、大福とマメが両側の濡れた頬に舌を這わせてくる。「……それは俺の役目なんだが」と面白くなさそうに呟く涼星が可愛くて、五十鈴は笑顔に変わるのだった。
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　それから一ヵ月後――。

「渋谷さん、お仕事お疲れさまでした！　それから、二級建築士合格、おめでとうございます！」

　五十鈴は自宅に涼星を招き、祝いの席を設けた。本当ならもう少し早くこうしたかったのだが、涼星が携わっていた現場の仕事が片付くタイミングを待っていたのだ。

「ありがとう。……なんだか、改まってだと照れるな」

　はにかんでグラスを持つ涼星の左手の薬指に、もう指輪ははめられていない。自力で外せなくなった指輪は、貴金属店にあるリングカッターで取ってもらえると、五十鈴が教えたのだ。そのような知識がなかった涼星は驚き、無事に貴金属店で指輪を外してもらうと、五十鈴に対して感謝していた。

　そんな出来事も経て、今夜ふたりで囲むテーブルには、五十鈴が腕を振るった手料理が並んでいる。気合いを入れて作りすぎてしまったが、涼星は「美味い」と言いながらたくさん食べてくれるのでほっとした。特別招待した大福とマメも、涼星がお土産に持ってきてくれたご飯を食べて、今は仲良く毛繕いをしあっている。

（これを食べ終わったら……）

　五十鈴は今日――本当の意味で、涼星のものになるつもりでいた。

　いつまでも待つと言ってくれた涼星は、このひと月、本当に五十鈴に手を出してきたりはしなかった。

　休みの日にはデートもしたが、プラトニックな関係は相変わらずで、涼星はそれを不満に思う様子は微塵も見せない。もしかしたら、五十鈴を好きだからといって、抱きたいとは思っていないのかもしれない。このままの関係で、満足なのかもしれない。

（けど……俺のほうがもう、限界……）

　そばにいればいるほど、涼星への気持ちは膨れ上がり、彼を信じて裏切られるのが怖いという臆病さは、すでに消え失せていた。

　涼星ならば大丈夫。彼のすべてを受け入れたいし、自分のすべても受け止めてほしいと、今は心から願っている。

（とはいえ、いざ……となると、緊張する……っ）

　部屋に呼んだ時点で、涼星もこのあとどんな雰囲気になるか、ある程度察しているだろう。うまく振る舞えるだろうかとどきどきして、五十鈴は食事の間中ずっと上の空だった。

　そして時計の針が夜の十時を指したころ、涼星がおもむろに立ち上がった。

「もう遅いし、そろそろおいとまするよ。今日はごちそうさま」

　そう言って、すでにひとつの猫ベッドで一緒に丸くなって寝ている大福とマメの頭をそっと撫でたあと、玄関へ向かっていってしまう。

「え……っ」

　五十鈴は慌てて、そのあとを追った。

「あのっ、食後のコーヒーでも」

「いや、もう充分だ」

「じゃ、じゃあ、映画でも観ませんか？　この間ブルーレイを買ったんです」

「映画を観たら、帰りが遅くなってしまう。迷惑だろ？」

「泊まっていただいても――」

「……五十鈴」

　玄関フロアでくるりと振り返った涼星は、なんともいえない苦い顔をしていた。

「好きなやつの家に泊まって、なにもしないでいられるほど、俺は出来た男じゃない。……待つという約束を、破らせないでくれ」

　涼星の顔が近づいてきて、額と額がこつんと触れる。頼む、という苦しげな囁きが、五十鈴の胸をきゅんとさせた。

　離れていこうとする涼星の腕をぎゅっと掴む。

「……もう、待たなくていいです」

「……五十鈴？」

「あなたなら信じられるって、俺は確信できました。それに……渋谷さんのことが、好きすぎて……俺のほうが待てない、っていうか……」

　涼星の広い胸に顔をうずめ、真っ赤になりつつ本音を絞り出す五十鈴に、涼星が「……なにを言っているのか、わかってるのか？」と確かめてくる。五十鈴は頷いた。

「……抱いて、ください。男の身体なんて、欲しくないかもしれないけど……っ！？」

　すべて言い切る前に、視界がぐらりと揺れて、五十鈴は目を丸くする。涼星がいきなり五十鈴の身体を横抱きにしたのだ。

「寝室はどこ」

「み、右のドアですけど……あの……」

　狼狽える五十鈴を軽々と抱きながら、寝室のドアを開けた涼星は、ベッドの上に五十鈴を下ろすとその身体の上に覆い被さった。

　部屋の電気は点いていないが、カーテンの隙間から街の明かりが入り込んでいるので、涼星の顔はよく見える。その瞳には、はっきりとした欲情の色が浮かんでいた。

　それを見て、五十鈴の心臓は壊れそうなほどに高鳴った。

「おまえの身体が欲しくないわけがないだろ。……本当に抱いていいのか？」

　太腿に当たる涼星の股間が硬くなっていることに気づき、五十鈴はかあっと赤くなる。自分で興奮してくれているのだとわかり、嬉しかった。

「……はい。渋谷さんのものにしてください」

　消え入りそうな声で囁いたとたん、もう我慢できないといった勢いで涼星が唇を塞いでくる。片手を腰の後ろに回され、ぐっと引き寄せられる。

「むぐっ……ン、んっ……」

　身体が密着したことでキスが深くなり、生理的な苦しさと求められる嬉しさに、五十鈴は喘いだ。ぴったりとくっついた涼星の熱い胸板から伝わる、とくんとくんという鼓動。せわしなく腰をさすってくる指先。愛を皮膚越しに伝えるように熱心に食んでくる唇。その、なにもかもが愛しくて仕方ない。

　心が通った相手と、身体を重ねたいと思うとき、階段を一歩一歩のぼるように、身体の熱が上がっていくのだと五十鈴ははじめて知った。

「し、渋谷さん……ちょっと、くるしっ……です……っ」

「わ、悪い。……つい、箍が外れて……。おまえとこんなことができるなんて、夢みたいで……」

　獣のような呼吸を繰り返す唇の狭間で言葉が溶ける。熱に浮かされた視線が絡む。一瞬離れただけですぐに吸いついてきた唇は、上唇と下唇を交互に食み、五十鈴のやわらかさを充分に堪能したあと、そろりと合わせ目を舌先で舐めて、もっと奥へ入りたいとせがんできた。

「っ……ン」

　その動きに誘われるように、自然と開いた唇の間から、するりと肉厚の舌が滑り込む。口腔を舐めつくされたあと、くちゅくちゅと水音を立てて舌同士を絡め合わされ、下半身に甘い快楽が溜まっていく。

（脳みそ、溶けそう……）

　根元から強く舌を吸われると、ピリリとした刺激が駆け巡り、腰が小刻みに震える。朦朧としはじめた五十鈴の首筋へと唇を滑らせながら、涼星が囁いた。

「脱がせても構わないか？」

「あ……、自分で……」

「俺にさせてくれ」

　シャツのボタンに手をかけられながら、耳をカリ、と噛まれたら、抵抗する気力もなくなってしまう。シャツもズボンも?ぎ取られ、床に落とされたあとは、もう、一糸まとわぬ姿で涼星の強い眼差しを感じるだけだった。

「そ、そんなに見ないで……」

　思わず身体を隠そうとした腕をとられ、シーツに縫いつけられる。

「こんなに綺麗な身体を、どうして隠すんだ……？」

　うっとりとした視線が、頭のてっぺんから爪先までを、ゆっくりと滑る。五十鈴は得も言われぬ恥ずかしさに、もぞもぞと身体を動かした。

「は、恥ずかしいからに決まってます……っ」

「恥ずかしがる姿も可愛い。……一晩中……いや、一生見ていたい」

　涼星は片時も五十鈴から目を離すことなく、自分が着ていた服も脱いで無造作に投げ捨てた。鍛え抜かれた逞しい裸身が露わになる。カーテンの隙間からこぼれる淡い夜の光を受けながら、互いに生まれたままの姿で向かい合った。

「……ずっと夢見てたよ、おまえに許されること。おまえのすべてを見ること、触れること……。俺、もう、止まれないからな」

　情欲の炎を燃やした瞳で見つめられるだけで心臓が壊れそうなのに、涼星の裸身を見るのははじめてで、目が離せない。想像したとおり、いや……それ以上だった。

　美しく日に焼けた肌。男らしく厚みのある胸板。引き締まった腹筋。涼星を形作るすべての極上の要素に、思わず喉が鳴る。この身体に今から愛されると考えただけで、正直、達してしまいそうだ。

「ぁふ……」

　見つめあえば見えない糸がふたりを引き寄せ、キスをしないではいられない。淡いキスを重ねながら、求め合うように互いの肌に手を滑らせていると、ふいに涼星が呟いた。

「……過去のことを言ったって仕方ないのはわかっているが、つくづく、あの直志とかいう男より、先におまえに出会いたかったな。そうしたら、おまえに指一本たりとも触れさせずに済んだのに」

　悔しさを露わにする涼星を、ぼんやりと見つめながら五十鈴は言う。

「……直志とは、セックスしてませんよ？　おもちゃで悪戯されたくらいで……」

「……セックス、してない？　本当に？」

　大きく目を見開いた涼星の確認の言葉に、ええ、と返すと、深いため息が降ってきた。

「……よかった。はじめておまえを愛せる男が俺で……」

　安堵の言葉を漏らし、両手で五十鈴の薄い胸の肉を寄せて揉み、首筋から鎖骨、胸元にかけて、キスの雨を降らせてくる。

「あっ、あっ……ああ」

　痕が残るほど強く吸われて、胸元にいくつも咲いた赤い花は、かつて直志に縛られたりして付けられた痕の記憶さえ消してしまう。

　女性と違って感じるための胸なんかないのに、骨ばった手で揉まれると、身体の内側から甘ったるい感覚が込み上げてきて、五十鈴は切ない声をあげずにはいられなかった。

　こんな愛撫をうけるのははじめてで、自分の反応に戸惑ってしまう。さらには触れられてもいない胸の飾りがなんだかむずむずしてくる。

「五十鈴のここ、可愛いな……」

　すると、涼星の指先がそこを捕まえた。

「あっ！　はぁん、そこ……！」

　涼星の少し硬い皮膚に擦られ、乳首はあっという間にぷくりと膨らんだ。無意味な飾りだとばかり思っていた胸の小さな粒から、乾いた土に雨が染み渡るように快感が全身へと広がり、五十鈴は恍惚と息を吐いた。

「ああ、胸、きもちいぃです……もっと……」

　弄られてないほうの乳首にも涼星の手を導かせると、そんな五十鈴の無意識の痴態に興奮したのか、涼星が喉を鳴らす音がはっきりと聞こえた。好きな男が、自分のいやらしい姿を見て興奮している事実に胸がときめく。

「あっ、あうっ、ん……あっん」

　片方の乳首は親指と人差し指の間に挟んで揉み潰される。もう一方は親指の腹で上下左右へと小刻みに弾かれ、しこりの感触を愉しむかのように時折爪を立てられて、五十鈴は次々と襲い来る快楽に翻弄させられた。左右の胸から別々の予測不可能な快感を与えられ、それがたまらなく悦くて、もっと、と涼星の首に腕を回す。

「見てみろ、五十鈴……。おまえの乳首、こんなにも赤く硬くなってる……。果実みたいで、美味そうだな……」

「いやぁ……んっ」

　嫌なのに、恥ずかしいのに、言葉で煽られて視線を胸元へ向けてしまう。涼星に触られた乳首はぷっくりしていて、本当に熟れた果実のようだった。美味そうと呟いた涼星の舌が、そこをぺろりと舐めたとき、自分でも驚くほどの快感が腰を直撃した。

「あっん！」

　熱く濡れた舌で乳首を転がされ、甘い愉悦がそこに集中する。弾力のある舌先で踊らされる薄桃色の乳首はひどく淫らで、涼星が熱心に乳首を舐めまわす様に恍惚としてしまう。

　やがて蜜のたっぷりつまった果実のように膨らんだ乳首は、涼星の口内へと迎えられた。その湿った感触に、実際に自分が食べられてしまったような、不思議でけれども甘美な感覚に陥る。

「ふぁ、やっん、あん、あああ……っ！」

　本当に甘い蜜でも出ているかのように、ピンと勃ち上がった乳首を啜るような音を立てて吸われ、悪戯に歯を立てられる。全身がとろけそうな刺激に身体を仰け反らせれば、より胸を涼星に差し出す形となり、乳首の両方を唇と指とで散々に弄り尽くされた。

　愉悦は下半身にも伝わり、すでに我慢できない状態になってきている。偶然を装って涼星の腿に擦りつけてみたら、信じられないほど熱くなり反り返っている昂りに触れた。

「もう……そんなに…大きくなって……っ？」

　さっきは美しい上半身に見惚れていてそれどころではなかったが、涼星の雄は息を呑むほど大きかった。赤黒く太い幹は棍棒のようで、それに浮かぶ血管がびくびくと脈動する様が、生命力を感じるのを通り越して生々しい。豊かな陰毛も、大きく張り出したカリも、凶暴な角度も、なにもかもが極上の雄だと証明している。

　こんなの受け入れられるだろうかと、期待と不安が入り混じった思いでそれを撫で上げたとたん、凶器が勢いよく撓る。

「っ、い、すず、あんまり刺激するな……おまえに触ってるだけで出てしまいそうなんだから……」

「さ、触ってるだけで……？」

「そうだ。俺がおまえの許しを待っている間……何十回、おまえで抜いたと思ってるんだ？　想像で抜くのは朝飯前だぞ」

　決して威張れないことを堂々と口にする涼星に、五十鈴のほうが恥ずかしくなってしまう。涼星の頭の中で、自分はどんなふうに乱れたのか、知りたいような知りたくないような。しかしそんな顔色を読まれたらしく、涼星は薄く笑んだ。

「すぐにわかる。俺がどんなふうに五十鈴に触れたいと思ってたか、どんなふうに鳴かせたいと思ってたか。……全部実践するから、な」

　鼻の頭に軽く唇を落とし、涼星が五十鈴の両脚を開かせる。

　秘所は脚の間に屈み込んだ涼星に丸見えだ。勃起している細身のペニスも、物欲しげにひくついている小さな窄まりも……なにもかも。

「だめ、渋谷さ、ああ……そんなとこ、まじまじと見ないで……っ」

「どうして？　……おまえはここも、ため息が出るほど綺麗だ」

　隠しきれない興奮と感動を熱い吐息に乗せて、花の蜜に吸い寄せられる蝶のように、涼星の顔がふらふらと股間に近づいてくる。なまぬるい息を感じた次の瞬間には、陰茎は涼星の口の中に含まれてしまった。

「ああっん……！」

　唾液が溜まった口内はひどく熱く、ぬるぬるしていた。擦れる粘膜のやわらかさと悪戯に当たる歯の硬さの対比がたまらない快感となって、ペニスから全身に波のように広がっていく。口淫など強要されたことはあってもされたことはなかったから、こんなに強烈なものだとは知らなかった。男にとって第二の心臓とも言える部分を咥えられている光景というのは、なんて扇情的なのだろうか。

　ひくりと喉を鳴らした五十鈴と涼星の目があった瞬間、さらなる強烈な刺激が五十鈴を襲った。

　震えるペニスに舌を這わされながら、頭を上下に動かされる。舌と頬の裏側を使って擦られるばかりか、時折きつめに先端を吸われて、そのたび目の奥に苛烈な火花が散った。

「やっあ、ああっ！　だめ、ああっ……う、ぁ……だめぇっ……！」

　耳を犯す水音は粘着度の高いものだ。ペニスを頬張られながら、同時に愛しげに手のひらで内腿を撫で上げられるのもたまらなく気持ちがいい。

（渋谷さんに、しゃぶられてる……っ）

　ぞくぞくするような快楽に、五十鈴はひたすら甘い声をあげて、脚の間で揺れる黒髪を掻き乱した。

「ぅあ、ん、くぅっ、はぁ…ん……」

　この世で一番美味い飴でも頬張ったかのように、ペニスをしゃぶりつくした涼星の口が離れたときには、赤みを増した先端からとろりと唾液と淫液の混ざり合ったものがこぼれ落ちた。それすら愛おしそうに舌で舐めあげたあと、涼星の指先が花環をそっとなぞる。

「ひうっ」

　だらしなく解けていたのだろう、五十鈴の花環は涼星の指先を貪欲に誘い込もうとする。赤い花びらを散らし、なかばまで埋められた指先が、遠慮がちに中を探る動きが焦れったくて、五十鈴は膝の内側で涼星の頭をすりすりと撫でた。

「んっ、渋谷さん……大丈夫ですから、もっと、深くしても……」

「こうか……？」

「ああっ……！」

　指が根元まで入ってくると、その太さと圧迫感に五十鈴は胸を反らした。会陰から垂れてきた淫液を肉襞に塗り込めるようにして、抜き挿しする指が二本、三本と増えていく。ざらついた指先がやわらかな粘膜を擦り、ふいに前立腺を掠める感触に、あられもない嬌声があがった。

「っあぅ、やぁっ……んっ、ああ……」

　涼星は五十鈴の反応を見ながら快感が生まれる場所を次々と探り出した。揃えた三本の指で内壁をこねくり回したかと思えば、それぞれの指をバラバラに動かして、肉筒全体に深い刺激を与える。

　そうやって腰がとろけ落ちそうになるまでやわらかく解されて、同時に精の詰まった袋をやわやわと揉まれると、たまらなかった。チカ、チカ、と瞼の裏で白い光が点滅する。

「あっあっあっ……だめ、もう、いっちゃ……」

「いっていい。……ほら」

　囁いた唇が、五十鈴のペニスの先端を食んで、限界を促すようにちゅるりと吸い上げる。同時に中に挿れた指で思いきり奥を突かれ、五十鈴は堪える間もなく思いきり欲望の証しを放った。

「ああんっ！　あ、あーっ、……はあっ……んっ」

　自分でも耳を塞ぎたくなるほどの甲高い声が室内に響き渡る。達したばかりの身体はひどく敏感になっているにもかかわらず、涼星は残滓をすべて啜り出そうとペニスを吸い上げた。目眩がするほどの悦楽に、身体が溶けてなくなってしまいそうだ。

「ん、やだぁ……飲むなんて……」

　目のふちに涙を滲ませて睨みつけると、涼星が嬉しげな微笑を浮かべ、ぺろりと唇を舌で拭う。野性的な仕草に、五十鈴の心臓は大きく跳ね上がった。

「美味かった。……ごちそうさま」

　その台詞に思わず顔が熱くなるが、抗議の言葉を口にするより早く、まだ力の入りきらない身体を反転させられた。四つん這いになった五十鈴の背後から涼星がそっと囁いてくる。

「次は……こっちでも、おまえを食べていいか？」

　さっき見た、あの惚れ惚れするほど逞しい屹立が、ねだるように五十鈴の尻の狭間から会陰にかけて往復する。その感触に身体が大きく震えた。もう爆発しそうなほど滾っているのに、こうして五十鈴にうかがいを立ててくるところが涼星らしい。顔を振り向かせ、涼星の瞳を見つめ、「……訊かないで」と答える。

「……あなたの好きにしてほしいんです」

「……五十鈴……っ」

　感極まったような声で名前を呼ばれ、熱い漲りをぐっと押しつけられる。――次の瞬間、ぬめりを纏った太い屹立が花びらを散らし、貫いてきた。

「ひ……あっ、ああっ……！」

　肉の剣で突き刺されたかのような衝撃が、五十鈴の全身を走り抜けた。

　興奮しきった涼星の雄は驚くほど凶暴な形をしていた。分厚く張り出した傘の部分で官能の芽を押し潰すようにして、隘路を強引に己の形に押し広げてくる。

「ひ、ひんっ」

　重い、太い、熱い――。はじめて男のものを受け入れるとはこういうことなのか。尋常ではない快楽を呑み込まされようとしている感覚に、五十鈴は掠れた喘ぎ声を放った。

「しぶや……さん、すごっ……いっ……」

「ぅ……あ、きつい……っ」

　喉を仰け反らせて涼星のものを締め付ければ、たまらないといった吐息がうなじを掠め、それにすら感じてしまう。ひくひくと蠢く内壁の感触を味わいながら、涼星が呟いた。

「おまえの中、最高に温かい……」

「あっあっん……やだ、そんな……」

　耳をしゃぶられ、胸元に回された手で乳首を引っ張られながら、前後に揺さぶられる。喜悦があまりに深くて、嬌声が止まらない。

「五十鈴……前、向いてみろ……」

　雄々しい腰使いを続けながら、涼星が言う。ベッドの前の壁には、インテリアとして掛けている大きめの鏡があり、それに繋がっている自分たちの姿が映り込んでいた。気づいたとたん、五十鈴は顔から火が噴きそうなほど赤くなる。

「俺をぎゅうぎゅう咥え込んで、顔を真っ赤にして感じてる五十鈴が見えるだろ……？　可愛い、な……」

「っ……！」

　鏡に映し出された己のいやらしい姿は別人だろうかと思うほどだ。火照った肌も、涼星の指先に摘まれ卑猥に尖りきっている乳首も、淫液をこぼし続けるペニスも、官能的な表情も――すべて見たことがない。

「いやあっ……！」

　あまりの淫らさに目を背けたくなるが、涼星はそうすることを許してくれない。手で顎の位置を固定され、鏡に映る痴態を見せられる。

「駄目だ、目を逸らしちゃ……。今、誰に抱かれてるか、ちゃんと自覚するんだ……」

「わかってます、わかる……からぁっ」

「五十鈴は今、誰に抱かれてるんだ……？」

「渋谷さん……っ、渋谷さんに、抱かれてるっ……、はじめて、エッチしちゃってる……っ」

「どうやって……？」

「し、渋谷さんの……太くて、おっきいの……を、お尻に挿れられて……乳首……くにくにされてるっ……」

「そうだな……五十鈴は尻と乳首、どっちが好きだ……？」

「んっ……ああ……っ、どっちも……どっちも好き……っ！」

　気持ちいい、と叫んで本能のままに腰を揺らすと、鏡の中の涼星がくっと息を詰めて、抽挿がさらに苛烈になった。

「あっん！　はぁっ、ううぅんっ」

　切迫した喘ぎが飛び散る。硬く張り詰めた性器で熟れた媚肉を抉られ、奥を容赦なくぐちゃぐちゃに掻き混ぜられ、呼吸の仕方もわからなくなるほど感じてしまう。

　収縮する内壁の動きに逆らい、楔が抜け出る寸前まで涼星が腰を引く。そうして五十鈴に空虚感を与えたあと、今度は官能の芽を抉りながら、ひと息に奥まで押し込んだ。

「ああんっ、あっあっ……ひ……っ！」

「っく……」

　行き止まりのさらに向こうまで進もうというのか、激しく楔を突き立てる涼星の動きに、五十鈴は涎を滴らせて身悶えた。動きに合わせて揺れるペニスはとめどなく蜜をこぼし、限界を訴えている。乳首を揉んでいた片方の手が離れ、ペニスへと伸び、苦しげに開閉を繰り返す先端の割れ目を指先で抉った。

　刹那――凄まじい快楽が全身を巡り、眼裏でいくつもの火花が弾けた。

「あっ……あああっン……！」

　甘い悲鳴をあげながら、五十鈴は頭を真っ白にして、頂点へと達した。絶頂の感覚に引きずられ、内壁が激しく収斂し、涼星のものをきつく締め付ける。

「は……ッ」

　艶めいた吐息をこぼし、またひとまわり雄を膨らませた涼星は、五十鈴をしっかりと抱きしめたままどくどくと濃厚な精を流し込んだ。奥を熱く濡らされる感覚に、五十鈴は涙をこぼす。

「ああ……ん」

　きもちよくて、幸せで、夢みたいで。

　ひとつになることの意味を、喜びを、今このときはじめて知った。

「五十鈴……五十鈴……」

　涼星も同じ気持ちだと、荒い呼吸の狭間に繰り返されるキスで教えられる。まだ中にいる涼星の分身は猛ったままで、このままこんなキスをされていたらおかしな気持ちになってしまいそうだ。

「……駄目、ねぇ抜いて……？」

　しかし涼星は、濡れた声で訴える五十鈴の中から自身を引き抜くどころか、繋がったまま五十鈴の身体をひっくり返し、正常位の体勢にする。

「あんっ、え、渋谷さん……！？」

　前から腰を掴まれて再び激しい抽挿を始められ、まださっきの絶頂の余韻が引かない五十鈴は、びくんと身体を震わせた。

「あ、ちょっ、待ってくださ……っ、すぐはだめっ……！」

「……悪い……おまえの中が気持ちよすぎて、止まらない……っ」

「ん、もぉっ……！」

　ばか、と甘く罵った唇を食まれ、許しを請うように乳首を優しく揉まれる。肉壺を満たしている白濁を掻き混ぜるような淫猥な腰使いに、ベッドが激しく軋む。

「あっ、あんっ、……ふぁっ……ん、んぅっン、渋谷さん……」

　口ではなんと言おうが、無我夢中で愛され、求められて、嬉しくないはずがない。五十鈴は自分でも腰を揺らしながら、愛しい重みをぎゅっと抱きしめた。

　濃密な交わりは、夜が明けるまで終わらなかった。







　そして、翌日の夜。

　五十鈴はロン・ファミーユの前で、車に乗せられた一匹の猫が新しい里親のところへ旅立っていく光景を見送っていた。淋しさと、けれどそれより大きな喜びを感じながら立っていると、背後から声をかけられる。

「五十鈴」

　振り向かなくてもわかる男の声に、五十鈴は笑顔を浮かべたが、わざと拗ねた表情で振り返ってみせた。

「……なんでしょう、渋谷さん」

「……悪い。やっぱり怒ってるよな。昨日、俺が暴走したから……」

　大きな身体が小さく、そして強面が今にも泣きそうに見えるほど、五十鈴にすげなくされてしょげている涼星を前にすると、五十鈴の演技も長続きしない。ぷっ、と噴き出してしまう。

「怒ってなんかいませんよ。身体はあちこち痛いですけど……そういう痛みも幸せですし……」

　店に入りながら頬を染めつつ言うと、後ろからついてきた涼星が長くため息をつく。

「……そういう可愛いことを、ここで言うのはやめてくれ。キスしたくなる」

「……今は誰もいないからいいですけど……」

　期待して涼星に向き直り、目を瞑ると、涼星の顔が近づいてくる気配を感じる。しかしいつまで経っても唇に触れてくる様子がないので、おかしいなと思って目を開けて――五十鈴は驚いた。

「……これ……」

　五十鈴の胸に、さっきまでなかったものが光っている。

　それは、以前ふたりで街に出かけたとき、五十鈴が露店で見かけて惹かれた、キトンブルーの石が美しいネックレスだった。

　キスをするふりで、これをかけてくれた人は当然、目の前の涼星しかいない。涼星は照れ笑いを浮かべ、言った。

「俺にとって、おまえほど……外見も中身も綺麗な人間はいない。……よく似合う」

「渋谷さん……っ」

　男の自分では似合わないと言い、ネックレスを諦めた五十鈴の言葉を、覚えていてくれたなんて。彼の言葉、そして思いやりに、五十鈴は胸を熱くした。

「これがプロポーズの指輪のかわりと言ったら……駄目か？」

「……え……」

「一緒に暮らさないか、五十鈴。こんな俺だが、ずっとそばにいてほしい。……もちろん、おまえたちもな？」

　いつの間に寄ってきていたのか、足元にいた大福とマメが、「にゃーう」と同時に鳴いて返事をする。涼星の言葉をまるで理解しているみたいに、嬉しそうに見えた。

「大福とマメの里親になってくださるんですか……？」

「ふたりでなら可能だろ？　……嫌か？」

「――まさか！」

　五十鈴は抱えきれない喜びを、勢いよく涼星に抱きつくことで表した。

「ありがとうございます。嬉しい……。あ、俺たちが大福とマメの里親になったら、お母様のご都合で猫を飼えない梨花ちゃんも、会いにこられますね」

「ま、まあそうなんだが……そっちか……」

　なんとなく落ち込んだように聞こえる涼星の声に、くすりと笑って、五十鈴は背伸びしてその頬に口づけた。

「……本当に渋谷さんて、可愛いんだから。あなたと暮らせることが一番嬉しいに決まってるじゃないですか。……愛してます」

　耳元で囁くと、力強い腕で抱きしめられ、「俺も、愛してる」と熱のこもった言葉が返ってくる。

　大福とマメは、まるで五十鈴たちを祝福するかのように、ご機嫌にその身を脚にすり寄せてきた。

　はじめはみんなひとりぼっちだった。でもこれからは、ひとつの環、ひとつの家族だ。

（ふたりと、二匹で）

　歩み始める人生を、幸せで彩ることができるよう――五十鈴は胸に光るネックレスに願いをこめた。
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